
担当教員

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 臨床系

サ ブ テ ー マ 

授 業 の 到 達 目 標 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

授 業 の 計 画 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

評 価 方 法 

テ キ ス ト 

その他 (受講上の注意) 
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 心 理 療 法 論 Ⅱ 担当教員  
かま    た   みち  ひこ 

鎌 田 道 彦 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 臨床系  

 

サ ブ テ ー マ 

さまざな心理療法およびセルフカウンセリングの方法について学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

心の病を治療する方法を心理療法という。これらの心理療法はなぜ行うかというと、近い将来、心理療法を

受けなくてもいいようになることを目指して行う。その点からすると、最終的には自助努力によって、自分自身と

付き合っていくことが重要と考えられる。これらの方法を精神的な養生法として位置付ける。近年、自然治癒

力や自助努力を中心におくホリスティック医学の考え方が少しずつ広まりつつある。よって、この授業では、い

くつかの心理療法の考え方と、自助努力としての精神的な養生法について学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

テキストを用いた講義とデモンストレーションを中心とする。必要に応じて、体験やビデオを交える。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション、ホリスティックな医療について 

第 2 回：  催眠療法 

第 3 回：  ブリーフセラピー①：ソリューション・フォーカスド・アプローチ 

第 4 回：  ブリーフセラピー②：NLP、システムズアプローチを用いた家族療法 

第 5 回：  グループ・アプローチ 

第 7 回：  フォーカシング 

第 8 回：  フォーカシングと体験過程 

第 9 回：  ＜テキスト＞養生および自然治癒力について 

第 10 回： ＜テキスト＞自分で整体 

第 11 回： ＜テキスト＞気と経絡、鍼灸 

第 12 回： ＜テキスト＞フィードバック法、バッチフラワー療法、ホメオパシー 

第 13 回： ＜テキスト＞アロマセラピー、サンキャッチャー、冷え性予防 

第 14 回： ＜テキスト＞漢方、サプリメント、電磁波予防 

第 15 回： ＜テキスト＞症状への対処法 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

将来、自分自身の健康管理に役立つので、テキストを読んでおくこと。 

評 価 方 法 

学期末に実施するレポート(60％)と、授業中に何度か指示する課題(40％)の成績をもとに、( )内の割合に

基づいて総合的に評価する。 

また、授業への出席を重視し、欠席は 1 回につき 5 点減点する。 

テ キ ス ト 

神田橋條治著 「改訂：精神科養生のコツ」 岩崎学術出版  

生涯にわたって役立つ本であるため、必ず購入すること。 

その他 (受講上の注意) 
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 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 心 理 学 担当教員  
にし  むら  のり   あき 

西 村 則 昭 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 臨床系  

 

サ ブ テ ー マ 

アイデンティティの心理学 

授 業 の 到 達 目 標 

｢私はひとりの他者なのです｣(ランボー)。｢私｣の存在とは、もっとも分かりきったもののようだが、実はもっとも

謎めいたものではないだろうか。そんな問題意識から出発したい。アイデンティティとは、｢これが私である｣とい

う実感を伴う自己認識であり、エリクソンによって提唱された概念である。それは心理臨床においてだけではな

く、人間心理の理解において、重要な概念となっている。この講義では、思春期や青年期、異文化接触、精

神病理、宗教など、さまざまな領域で問題となるアイデンティティについて考えていきたい。そして自らのアイデ

ンティティを模索し、社会において自らの特質を生かす生き方の確立を目指す。  

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、役割把握・認識能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義を中心とする。簡単な心理テストを体験的に学習してもらうこともある。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  自我体験(｢私｣というものが存在していることの不思議) 

第 3 回：  自我とは何か 

第 4 回：  鏡像段階(鏡に映った｢私｣の発見) 

第 5 回：  移行対象(｢お母さん｣の代わり) 

第 6 回：  ｢もらいっ子｣空想、家族否認症候群 

第 7 回：  前思春期の自我と思春期の自我 

第 8 回：  思春期内閉(｢閉じこもり｣という形で行われる自分作り) 

第 9 回：  異性の傍らで見出される｢私｣ 

第 10 回： 男性的な自我と女性的な自我 

第 11 回： ｲﾆｼｴｰｼｮﾝ 1(子どもの｢私｣が死んで、大人の｢私｣が再生する｢儀式｣) 

第 12 回： 永遠の少年(いつまでの大人になれない男性) 

第 13 回： 永遠の娘(いつまでの大人になれない女性) 

第 14 回： ｲﾆｼｴｰｼｮﾝ 2(ｼｬｰﾏﾝとか、ｶｳﾝｾﾗｰとか、特殊な仕事の専門家になるための｢儀式｣) 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

予習 ・復 習 については、授 業時 に指示 する。主 に関 連 する文 献・図 書を指 定するので読んでおくこと。質

問・相談はメール(nisimura@jindai.ac.jp)にて受け付ける。 

参考書は適宜、紹介する。 

評 価 方 法 

授業が全部終わった後提出してもらうレポートで評価する。欠席多数の者には、当該授業の範囲内でのレ

ポートを別途に課すこともある。 

テ キ ス ト 

テキストは使用しない。プリント資料を配布する。 

その他 (受講上の注意) 

人文科学的な心理学に興味がある人だけではなく、｢私｣が生きている不思議について考えてみたい人、ビ

ジュアル文化に興味のある人、コミュニケーション学科の人、歓迎します。 
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 犯 罪 心 理 学 担当教員  
ひろ   い  りょう  いち 

廣 井 亮 一 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 臨床系  

 

サ ブ テ ー マ 

非行少年への「司法臨床」の実際 

授 業 の 到 達 目 標 

少年非行をもとに講義を展開する。 

メディアを通して毎日のように「非行少年」のことが報じられているにもかかわらず、私たちは、「犯罪少年」と

「非行少年」の相違すら知らず、「彼ら」を対象化して論じてはいないだろうか。少年非行は、その時代におけ

る青少年と家族・学校・社会との関係性の歪みを鋭く反映したものであり、同時代を生きる君たち自身の変容

に他ならないのである。 

その観点から本講義では、家庭裁判所における「司法臨床」の実際を通して、人と人との関係性を修復す

るための基本的姿勢をとらえながら、非行少年への援助について考察する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義と並行して、ある非行少年と家裁調査官との関わりを描いたビデオをもとに解説していく。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  非行少年とは 

第 2 回：  少年非行の現状 

第 3 回：  少年非行の歴史的変遷 

第 4 回：  非行形態の変化 

第 5 回：  少年たち３－第一話「オヤジ狩り」/解説 

第 6 回：  少年たち３－第二話「なぐられる人」/ミニレポート作成 

第 7 回：  少年たち３－第三話「再逮捕」/ミニレポートをもとに解説 

第 8 回：  少年たち３－第四話「父の記憶」/ミニレポート作成 

第 9 回：  少年たち３－第五話「最終審判」/ミニレポートをもとに解説 

第 10 回： 関係性の原点/信・望・愛 

第 11 回： 非行少年への関わりについて－レポートをもとにした検討 

第 12 回： 佐世保小６事件にみる現代の非行少年－その１ 

第 13 回： 佐世保小６事件にみる現代の非行少年－その２ 

第 14 回： 佐世保小６事件にみる現代の非行少年－その３ 

第 15 回： 総括 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

予習復習はテキストの頁数で具体的に指示する。 

参考図書：廣井亮一著 『司法臨床の方法』 金剛出版 2007 

         廣井，中川編著 『子どもと家族の法と臨床』 金剛出版 2010 

評 価 方 法 

ミニレポート ４０点（２０点×２回）、レポート ６０点、欠席は減点（１回につき８点） 

テ キ ス ト 

廣井亮一著 『司法臨床入門―家裁調査官のアプローチ』 日本評論社 2004 

その他 (受講上の注意) 

原則として全回出席すること。 
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 臨 床 心 理 演 習 担当教員  
もり としゆき  かたはた ま ゆ  み   く  ぼ よう こ 

森俊之・片畑真由美・久保陽子

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 臨床系  

 

サ ブ テ ー マ 

体験を通してカウンセリングについて学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

対話場面などを実際に体験しながら、カウンセリングにおける話の聴き方について学ぶ。自分自身の話し方

や話の聴き方の特徴について理解を深める。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、役割把握・認識能力、選択能力、 

課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

ペアもしくは少人数のグループを組み、いろいろな対話場面を体験してもらう。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  傾聴のための基本技法①：ノンバーバルな関わり 

第 3 回：  傾聴のための基本技法①：ノンバーバルな関わり 

第 4 回：  傾聴のための基本技法②：言葉の繰り返し、言い換え、要約 

第 5 回：  傾聴のための基本技法②：言葉の繰り返し、言い換え、要約 

第 6 回：  傾聴のための基本技法③：感情の明確化と反映 

第 7 回：  傾聴のための基本技法③：感情の明確化と反映 

第 8 回：  傾聴のための基本技法④：質問 

第 9 回：  傾聴のための基本技法④：質問 

第 10 回： 傾聴のための基本技法⑤：焦点化、その他の技法 

第 11 回： 傾聴のための基本技法⑤：焦点化、その他の技法 

第 12 回： 傾聴の実践：ロールプレイ 

第 13 回： 傾聴の実践：ロールプレイ 

第 14 回： 傾聴の実践：ロールプレイ 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に、随時、次の授業までにしてきてほしい課題を指示する。 

授業内容に関する質問等がある場合は積極的に研究室に来て質問すること。 

評 価 方 法 

授業中に課す課題(60％)と授業時の参加の様子(40％)をもとに、( )内の割合で評価する。 

なお、授業時の参加の様子については、意欲、話し方、話された内容をもとに総合的に評価する。 

また、授業への出席をとくに重視し、欠席は厳しく減点する。 

テ キ ス ト 

授業時に資料を配付する。 

そのほか、参考書については、授業時に随時、紹介する。 

その他 (受講上の注意) 

授業の中で、強制はしないが、状況に応じて、自己開示(自分のことについて他者に話す)をしてもらうことも

ある。 
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 比 較 心 理 学 担当教員  
よし   だ   かず  のり 

吉 田 和 典 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 行動・支援系  

 

サ ブ テ ー マ 

動物の行動と認知 

授 業 の 到 達 目 標 

ヒトの知性や行動形態は何十億年にもわたる進化の産物であり、これらの系統発生を明らかにする行動科

学として比較心理学（最近では比較認知科学）という分野があります。この授業では、ヒトを含めた種々の動物

の行動や認知機能を比較分析したこの分野の最近のトピックスを紹介し、心の進化や動物研究の重要性に

関する理解を深めることを目標としています。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、選択能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義中心に行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  比較心理学とは 

第 2 回：  比較心理学の歴史 

第 3 回：  比較心理学の研究方法 

第 4 回：  動物の学習について 

第 5 回：  動物の学習について 

第 6 回：  動物の学習について 

第 7 回：  動物の感覚・知覚について 

第 8 回：  動物の感覚・知覚について 

第 9 回：  動物の記憶について 

第 10 回： 動物の記憶について 

第 11 回： 動物の概念形成について 

第 12 回： 動物の推理・思考について 

第 13 回： 動物の言語習得について 

第 14 回： 動物の言語習得について 

第 15 回： 動物の社会的知性について 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書 

(1) 藤田和生著 『比較認知科学への招待～こころの進化学～』 ナカニシヤ出版 

(2) 鈴木光太郎・小林哲生訳 『動物のこころを探る』 新曜社 

(3) 長谷川寿一・鈴木光太郎訳 『心の発生と進化』 新曜社 

評 価 方 法 

定期試験と出席状況 

テ キ ス ト 

テキストは使用しない。必要に応じてプリントを配布する。 

その他 (受講上の注意) 

特になし。 
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 神 経 心 理 学 担当教員  
もり  もと  ふみ  ひと 

森 本 文 人 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 行動・支援系  

 

サ ブ テ ー マ 

 神経系から見るヒト・動物の心 

授 業 の 到 達 目 標 

 心のはたらきや日々の行動を生み出している神経系のはたらきについて学び、自己について、あるいはそ

こに生まれる個性についての理解をすすめる。身近な知覚・認知の例（錯覚など）や、近年発展し続けている

脳機能測定の知見に触れることで、より具体的に神経系のはたらきを理解・イメージ出来ることを目指す。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

 主にスライドを使っての講義となる。質疑応答や簡単な体験も行う。 

授 業 の 計 画 

 第 1 回:  オリエンテーション 

 第 2 回:  神経系の構造① 

 第 3 回:  神経系の構造② 

 第 4 回:  感覚と神経系（聴覚） 

 第 5 回:  感覚と神経系（味覚・嗅覚・触覚） 

 第 6 回:  感覚と神経系（視覚①） 

 第 7 回:  感覚と神経系（視覚②） 

 第 8 回:  感覚と神経系（視覚③） 

 第 9 回:  感覚・知覚の発達 

 第 10 回: 脳機能測定法① 

 第 11 回: 脳機能測定法② 

 第 12 回: 錯覚と神経系① 

 第 13 回: 錯覚と神経系② 

 第 14 回: 錯覚と神経系③ 

 第 15 回: 錯覚と神経系④ 

 第 16 回: 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

 講義で紹介するような事例は、日常にも溢れている。これらの身近な心理学的事象に、普段から気づいて

考えることで、講義に対する理解も深まる。 

 資料・参考図書については、授業内で適宜紹介する。 

評 価 方 法 

 出席および受講態度(40%)と定期試験(60%)による総合評価 

テ キ ス ト 

 テキストは使用しない。 

その他 (受講上の注意) 
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 心 理 学 特 殊 実 験 Ⅰ 担当教員  
おおもり   やすこ   みずた    としろう 

大森 慈子・水田 敏郎 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 実験 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 行動・支援系  

 

サ ブ テ ー マ 

心理学実験の基礎と応用 

授 業 の 到 達 目 標 

心理学における実験的研究の全過程について実習を行う。実験に関連した文献研究、実験の計画や統

制、実験の準備と実験室の設定、実験の実施、結果の処理と考察および論議、すべてができるようになること

を目標としている。その中で、脳波、心拍や眼球運動などの生理反応の測定や、映像や音といった各種刺激

の作成も体験する。さらに、レポートや抄録(論文要旨)の作成(または研究発表会等)を通して、研究報告のし

かたも学習する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

情報収集・探索能力、役割把握・認識能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

実習形式。8～11 週間で 1 つの研究課題を実施し、レポートを提出する。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  

第 3 回：      心理学実験および生理心理学実験総説 

第 4 回： 

第 5 回：  

第 6 回： 

第 7 回： 

第 8 回：      グループに分かれての実験実習 

第 9 回：        テーマは以下の A または B 

第 10 回：       A. 中枢系反応を用いたヒトの心的活動の捕捉 

第 11 回：       B. 自律系反応を用いたヒトの心的活動の捕捉 

第 12 回： 

第 13 回： 

第 14 回： 

第 15 回：まとめ(研究発表会または研究レポートの考察の議論) 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

実験準備や実施には長時間を要するため、正規の授業時間以外の活動が必要となる。また、実験はグル

ープでの活動となるため、お互いの協力が不可欠である。実験に必要なテキスト・文献等は都度配布する予

定であるが、実験に臨むまでに配布された資料の熟読が必要となる。 

参考図書： 

(1) 宮田洋監修 『新生理心理学』全 3 巻 北大路書房 

(2) 利島保・生和秀敏編著 『心理学のための実験マニュアル』 北大路書房 

評 価 方 法 

実習態度、レポート、出席状況、などによる総合評価 

テ キ ス ト 

テキストは使用しないが、実験実習マニュアルを配布する。 

その他 (受講上の注意) 

原則として｢心理統計Ⅰ・Ⅱ｣、｢心理学基礎実験Ⅰ｣、｢心理学基礎実験Ⅱ｣の単位を修得した者に限る。

基本的に、遅刻、欠席は認めない。 
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 心 理 学 特 殊 実 験 Ⅱ 担当教員  
よし だ    かずのり  あおい   としや 

吉田 和典・青井 利哉 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 実験 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 行動・支援系  

 

サ ブ テ ー マ 

心理学実験の基礎と応用 

授 業 の 到 達 目 標 

｢心理学特殊実験Ⅰ｣と同様に、心理学における実験に関連した文献研究、実験の計画や統制、実験の

準備と実験室の設定、実験の実施、結果の処理と考察及び論義など、実験的研究の全過程について全て

ができるようになることを目標としている。その中で特に、人の睡眠覚醒中の生体反応の測定や、動物(ラット)

の学習行動習得の背景となる脳内過程を調べるための脳切片作製などを体験する。さらに研究レポートの作

成などを通して、研究報告の仕方も学習する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

情報収集・探索能力、計画実行能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

実習形式。8～11 週間で 1 つの研究課題を実施し、レポートを提出する。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  人での生理心理学実験総説 

第 3 回：  動物での生理心理学実験総説 

第 4 回： 

第 5 回： 

第 6 回： 

第 7 回：      グループに分かれての実験実習 

第 8 回：        テーマは以下のＡまたはＢ 

第 9 回：          Ａ．人の様々な意識状態での脳波やその他の生体反応 

第 10 回：         Ｂ．動物(ラット)の学習行動と脳内検索 

第 11 回： 

第 12 回： 

第 13 回： 

第 14 回： 

第 15 回：  研究レポートに関する質疑応答 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

実験は長時間に及ぶこともあるので、授業時間以外も各グループ毎に協力してデータ整理などを行い、時

間を有効に利用する。また、参考図書なども熟読しておくこと。特に、脳に関する基礎的な生理学的・解剖学

的知識を前もって学習しておくことが望ましい。 

参考図書： 

宮田洋監修 『新生理心理学』 全 3 巻 北大路書房 

評 価 方 法 

実習態度やレポート内容及び出席状況などによる総合評価 

テ キ ス ト 

テキストは使用しないが実験実習マニュアルを配布する。 

その他 (受講上の注意) 

｢心理統計Ⅰ・Ⅱ｣｢生理心理学｣｢心理学基礎実験Ⅰ・Ⅱ｣の単位を修得した者に限る。 
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 高 齢 者 心 理 学 担当教員  
みず  かみ  き    み    こ 

水 上 喜 美 子 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 行動・支援系  

 

サ ブ テ ー マ 

高齢者の心理について学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

本講義では、高齢者の心理的側面を理解するために、高齢者の社会的側面や身体的側面などについて

も知識を深める。そして、高齢者を援助する立場に立つ時に、必要な知識を習得することを目的とする。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、役割把握・認識能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義の中で、必要に応じてビデオなどの視聴覚教材を用いる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション   

第 2 回：  高齢社会とエイジズム 

第 3 回：  生涯発達理論における高齢期 

第 4 回：  加齢による変化①身体機能 

第 5 回：  加齢による変化②記憶・知能・知恵 

第 6 回：  加齢による変化③人格 

第 7 回：  高齢期の人間関係①家族・きょうだい 

第 8 回：  高齢期の人間関係②友人・近隣 

第 9 回：  高齢期の心理的問題①死 

第 10 回：  高齢期の心理的問題②性 

第 11 回：  高齢期の心理的問題③うつ・不安 

第 12 回：  高齢期の心理的問題④認知症 

第 13 回：  高齢者に対する心理的援助① 

第 14 回：  高齢者に対する心理的援助② 

第 15 回：  まとめ 

第 16 回：  定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書：授業中に紹介する本や論文など 

評 価 方 法 

成績評価方法は、試験とレポート、出席状況などによる総合評価 

テ キ ス ト 

テキストは特に指定はしない。必要に応じてプリントを配布する。 

その他 (受講上の注意) 

上記のスケジュールは予定である。授業の進行状況によって変更することもある。 
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 消 費 者 心 理 学 担当教員  
やま  もと   まさ   よ 

山 本 雅 代 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 産業・社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

消費者行動について 

授 業 の 到 達 目 標 

消費行動について社会心理学の観点から解説する。私達が日常で行っている消費行動はどのようなプロ

セスで行われているのか、個人の内的要因や社会、企業や環境とのかかわりの中 で行われる消費行動につ

いて理解を深める。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

社会・職業理解能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

基本的に講義形式。より深い事象理解のため VTR、シミュレーションゲームを用いることがある。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  消費者心理について 

第 2 回：  消費者の意志決定(1) 

第 3 回：  消費者の意思決定(2) 

第 4 回：  消費者の意思決定(3) 

第 5 回：  消費者の態度(1) 

第 6 回：  消費者の態度(2) 

第 7 回：  消費者の動機 

第 8 回：  口コミと消費行動 

第 9 回：  インターネット上の消費行動 

第 10 回： 企業戦略と悪徳商法 

第 11 回： 企業から見た消費者 

第 12 回： 消費と廃棄(1) 

第 13 回： 消費と廃棄(2) 

第 14 回： 消費ゲーム 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

資料を配布するので読んでおくこと。 

評 価 方 法 

レポートの提出、ゲームへの参加、小テスト、出席により総合的に評価する。 

テ キ ス ト 

授業中に資料を配布する。 

その他 (受講上の注意) 
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 対 人 心 理 学 担当教員  
おお  もり  やす   こ 

大 森 慈 子 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 産業・社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

人間関係の心理学 

授 業 の 到 達 目 標 

社会動物であるヒトが生活していくうえで欠かせない人間関係における心理、すなわち、心の対人的な側面

について学ぶ。対人認知、対人感情、対人行動といった主要なテーマに加え、発達過程やストレスなどの問

題まで、さまざまな先行研究や実験例を概観しながら理解を深める。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義形式。必要に応じて視聴覚教材を使用する。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  対人心理学とは 

第 2 回：  対人認知と印象形成(1) 

第 3 回：  対人認知と印象形成(2) 

第 4 回：  対人感情と表情(1) 

第 5 回：  対人感情と表情(2) 

第 6 回：  コミュニケーションと対人行動(1) 

第 7 回：  コミュニケーションと対人行動(2) 

第 8 回：  非言語行動(1) 

第 9 回：  非言語行動(2) 

第 10 回： 非言語行動(3) 

第 11 回： ソーシャルスキル 

第 12 回： 対人ストレス 

第 13 回： 対人恐怖 

第 14 回： 他者存在 

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する。 

評 価 方 法 

定期試験 

テ キ ス ト 

使用しない。 

その他 (受講上の注意) 
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 多 変 量 解 析 演 習 担当教員  
はや  かわ  せい  いち 

早 川 清 一 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 産業・社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

多変量解析法を学ぶ。質問紙調査の手順を学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

この授業では、質問紙調査でよく使われる多変量解析について学び、統計解析ソフト(SPSS)を用いて実際

に分析が行えるようになることを目指す。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

情報収集・探索能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義形式の授業とデータ処理の演習を行う。   

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション「因子分析」とは？ 

第 2 回：  先行研究「介護肯定感がもつ負担軽減効果」の概要と把握．解説資料も参考 

第 3 回：  先行研究「日本版セクシャル・ハラスメント可能性尺度の検討」の概要と把握 

第 4 回：  「セクシャル・ハラスメント可能性尺度」のデータ入力 

第 5 回：  因子分析１ 

第 6 回：  因子分析２ 

第 7 回：  重回帰分析とは？ 

第 8 回：  「セクシャル・ハラスメント可能性尺度」のデータについて，重回帰分析部分の解析を行う 

第 9 回:  先行研究を参考にし，調査結果をレポートにまとめる 

第 10 回: 自分で実際に調査を行い，重回帰分析・因子分析を実施する 

第 11 回: 調査票作成（Word，A4 判） 

第 12 回: 調査票回答 

第 13 回: データ入力・多変量解析 

第 14 回: 報告書の作成 

第 15 回: 報告書の提出 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書： 

(1) 小塩真司 ・西口利文編著 『質問紙調査の手順』 ナカニシヤ出版 2007 年 

(2) 鎌原雅彦編著 『心理学マニュアル 質問紙法』 北大路書房 1998 年 

(3) 松尾太加志・中村知靖編著 『誰も教えてくれなかった因子分析』 北大路書房 2002 年 

(4) 森敏昭・吉田寿夫編著 『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』 北大路書房 1990 年 

評 価 方 法 

レポート、出席状況、発表内容などによる総合評価 

テ キ ス ト 

必要に応じてプリントを配布する。 

その他 (受講上の注意) 

受講には、 1 年次の｢心理統計Ⅰ・Ⅱ｣および 2 年次の「心理調査法」の単位を取得していることが必要で

す。 
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 産 業 カ ウ ン セ リ ン グ Ⅰ 担当教員  
く     ぼ   よう   こ 

久 保 陽 子 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 産業・社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

産業分野で行われるカウンセリングについて理解する。 

授 業 の 到 達 目 標 

社会における産業カウンセリングの役割を学び、カウンセリング技法について学習する。演習を通して自他

を認識し、コミュニケーションについての理解を深める。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、社会・職業理解能力、役割把握・認識能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義中心。必要に応じてビデオを用いる。また、言語的非言語的表現についてのカウンセリング演習を行

う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  産業カウンセラーの役割と活動 

第 3 回：  産業カウンセラーの倫理 

第 4 回：  カウンセリングの理論① 

第 5 回：  カウンセリングの理論② 

第 6 回：  カウンセリングの理論③ 

第 7 回：  カウンセリング技法：傾聴 

第 8 回：  キャリア・カウンセリング 

第 9 回：  パーソナリティ理論① 

第 10 回： パーソナリティ理論② 

第 11 回： 心理アセスメント 

第 12 回： 産業社会と職場 

第 13 回： 職場のメンタルヘルス 

第 14 回： 事例 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書：授業中に紹介する本や論文など 

評 価 方 法 

成績評価方法はレポート、出席状況などによる総合評価 

テ キ ス ト 

必要に応じて授業中に資料配布する。 

その他 (受講上の注意) 

カウンセリングは実践の学問です。主体的に学び，質問してください。 
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 産 業 カ ウ ン セ リ ン グ Ⅱ 担当教員  
く     ぼ   よう   こ 

久 保 陽 子 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 産業・社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

カウンセリングの基本的問題 

授 業 の 到 達 目 標 

社会における産業カウンセリングの役割を学び、カウンセリングの基本を具体的に学ぶ。事例を用いた討議

を通して自他を認識し、コミュニケーションについての理解を深める。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、社会・職業理解能力、役割把握・認識能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義中心。テキストに添って，産業領域での内容を補いつつ解説する。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  カウンセリングとは  

第 3 回：  カウンセリングと現実 

第 4 回：  カウンセリングと教育 

第 5 回：  事例①   

第 6 回：  カウンセリングと宗教 

第 7 回：  カウンセリングにおける文化・社会的要因 

第 8 回：  事例② 

第 9 回：  事例③ 

第 10 回： カウンセリングの諸問題① 

第 11 回： カウンセリングの諸問題② 

第 12 回： 事例④ 

第 13 回： 事例⑤ 

第 14 回： カウンセリングの終結 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

「産業カウンセリングⅠ」の内容を振り返っておくこと。 

評 価 方 法 

成績評価方法はレポート、出席状況などによる総合評価 

テ キ ス ト 

河合隼雄 「心理療法序説」 岩波書店 

その他 (受講上の注意) 

カウンセリングは実践の学問です。主体的に学び，質問してください。 
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 心 理 学 特 別 演 習 Ⅰ 担当教員  

赤澤･荒川・西村･早川･三脇･

吉田･大森･杉島・水田・森・ 

山本･片畑･鎌田･久保・水上 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

4 単位 3 年通年 演習 必修 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 特別演習・卒業研究  

 

サ ブ テ ー マ 

専門性を深める。 

授 業 の 到 達 目 標 

専門的なテーマに関して理解する。また、そのための研究方法を学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

文献研究や研究発表、ディスカッションなどさまざまな形式が含まれる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回： 

第 2 回： 

第 3 回： 

第 4 回： 

第 5 回： 

第 6 回： 

第 7 回： 

第 8 回：     各ゼミの進め方に沿って 

第 9 回：     取り組んでいく 

第 10 回： 

第 11 回： 

第 12 回： 

第 13 回： 

第 14 回： 

第 15 回： 

第 16 回: 

第 17 回： 

第 18 回： 

第 19 回： 

第 20 回： 

第 21 回： 

第 22 回： 

第 23 回：     各ゼミの進め方に沿って 

第 24 回：     取り組んでいく 

第 25 回： 

第 26 回： 

第 27 回： 

第 28 回： 

第 29 回： 

第 30 回：   

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に適宜紹介される。 

評 価 方 法 

出席および演習への参加状況やその内容などによる総合評価 

テ キ ス ト 

担当教員から指示される。 

その他 (受講上の注意) 
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 ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 担当教員  
とみ  なが  よし  ふみ 

冨 永 良 史 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 基幹科目 人間関係・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

自分を知り、他者を知り、世の中を考える対話の時間 

授 業 の 到 達 目 標 

世の中はビジネスも暮らしも対話で動いている。ビジネスの成果も、世の中の暮らしやすさも、対話の方法と

質に大きな影響を受けている。この授業では、異なる価値観を持つ他者を理解し、受け入れ、それをきっかけ

に自己の理解を深めていけるような対話の作法を身につけることを目指す。自分が知っているほど自分は浅く

はないし、自分が感じているほど他者は同じではない。対話を通じてそれが理解できた時、社会やそれを動か

す職業のあり方、そして自分の進路はきっと違って見えてくる。その過程は脳味噌の筋肉痛を生み出すが、間

違いなく楽しい。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、社会・職業理解能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

クラス全員が様々な組み合せで小グループにわかれ、様々なテーマの対話に取り組んでいく。話すだけで

なく協同作業（制作）も行う。アタマとカラダをフルに使って自己理解、他者理解、違いを超えた協働する対話

のあり方を学んでいく。問題提起、刺激材料としての講義を加える。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  対話が世の中を動かす話／ともかく出会う 

第 2 回：  つながりを感じる／言葉＋αの対話 

第 3 回：  語る、聴く（１）／あなたのこれまで 

第 4 回：  語る、聴く（２）／あなたの今 

第 5 回：  チーム！（１）／ともに創る 

第 6 回：  チーム！（２）／違いを理解する 

第 7 回：  探す／仁愛大学を歩く 

第 8 回：  生み出す／仁愛大学で学ぶ 

第 9 回：  見つめる／越前という場所 

第 10 回： 深める／越前から考える 

第 11 回： 社会モンダイ！（１）／時事を知る 

第 12 回： 社会モンダイ！（２）／時事を考える 

第 13 回： 社会モンダイ！（３）／時事を語る 

第 14 回： 仕事！（１）／あなたのこれから 

第 15 回： 仕事！（２）／これまでとこれからをつなぐ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

日常に起きることをありのままに見つめ、耳を澄ますことが最大の予習復習となる。何がどのように起きてい

るのか、自分はどう受けとめたのか、自分の言葉で語れるようになって欲しい。 

評 価 方 法 

「意欲（対話）」と「学び（レポート）」の総合評価。レポートは毎回時間中に作成するミニレポートと、期末レポ

ートの２種がある。試験は課さない。 

テ キ ス ト 

必要に応じてレジュメを配布する。 

その他 (受講上の注意) 

対話に対して真剣であって欲しい。自分をごまかさないこと、他者を否定しないこと、対話の煩わしさから逃

げないこと、深めていく好奇心を持つことを歓迎したい。対話という「生もの」を扱う授業であるため、参加者の

理解度、興味に応じて柔軟に内容を更新していく。 
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 日 本 文 化 論 担当教員  
おお  かわ  はる   み 

大 河 晴 美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 基幹科目 社会・文化系  

 

サ ブ テ ー マ 

文学で考える〈日本〉 

授 業 の 到 達 目 標 

近代以降に日本語で書かれた短編小説・詩をもとに、〈日本〉について考える。 

近代国家構築のプロセスや風景の発見、戦前・戦後の〈日本〉の姿、現在の〈日本〉の多様性などへの理

解を通して、〈日本〉の言語や文化を批評的に捉える眼を養う。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、役割把握・認識能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義形式。 

授業で使用する PowerPoint の資料を配付するので、気づいたこと、考えたことをノート欄に記入すること。 

各作品の終了後、復習課題を出す。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  森鴎外｢普請中｣ 

第 3 回：  国木田独歩｢武蔵野｣ 

第 4 回：  太宰治｢十二月八日｣ 

第 5 回：  中島敦｢マリヤン｣ 

第 6 回：  牛島春子｢祝という男｣ 

第 7 回：  金鍾漢｢幼年｣｢辻詩 海｣｢合唱について｣｢くらいまつくす｣ 

第 8 回：  野坂昭如｢火垂るの墓｣  

第 9 回：  小島信夫｢アメリカン・スクール｣ 

第 10 回： 小島信夫｢アメリカン・スクール｣ 

第 11 回： 目取真俊｢水滴｣ 

第 12 回： 目取真俊｢水滴｣ 

第 13 回： 鳩沢佐美夫｢証しの空文｣ 

第 14 回： 鳩沢佐美夫｢証しの空文｣ 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

テキストの該当部分を読んで授業に臨むこと。 

その作品の表現・内容と発表された時代の社会・文化の状況を考え、復習課題を行うこと。 

参考図書は適宜紹介する。 

評 価 方 法 

復習課題 50％、期末レポート 50％の割合で評価する。欠席は減点対象とする。 

テ キ ス ト 

飯田祐子・日高佳紀・日比嘉高編 『文学で考える〈日本〉とは何か』 双文社出版 2007 年 

その他 (受講上の注意) 

復習課題は決められた期限内に提出すること。 
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 企 画 開 発 研 究 a 担当教員  
きん   だ   あき  ひこ 

金 田 明 彦 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画・表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

地域（越前を中心とする）を調べ、地域の声に耳を傾け、地域のために何ができるかを企画し、提案してみ

よう。 

授 業 の 到 達 目 標 

コラボレーションを駆使し、地域の課題抽出やその問題解決策、新たな企画提案を実際に行い、地域と学

生の関わり方について考察する。実践を通してのコミュニケーション能力(調べる、聞く、考える、話し合う、企

画を表現する、提案する)の向上をはかる。プロジェクトマネジメントの基礎力も養成する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

通常の演習に加え、一部にフィールド・ワークを集中講義形式で実施する。グループ・ワークを基本とする。

「社会人基礎力診断」を取り入れる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  フィールド・ワークに向けての事前調査 

第 3 回：  フィールド・ワークに向けての事前調査   

第 4 回：  フィールド・ワークとワークショップ  ＜土曜日集中＞ 

第 5 回：  フィールド・ワークとワークショップ    越前市中心市街地、味真野地区、今立地区対象予定

第 6 回：  フィールド・ワークとワークショップ 

第 7 回：  課題の抽出のためのブレーンストーミング 

第 8 回：  テーマごとのグルーピングと行動計画策定 

第 9 回：  企画ミーティング 

第 10 回： 企画ミーティング 

第 11 回： 中間プレゼンテーション 

第 12 回： 企画ミーティング 

第 13 回： 企画ミーティング 

第 14 回： プレゼンテーション 

第 15 回： レポート作成 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書等は随時紹介。 

評 価 方 法 

毎回の課題への取組状況とレポート、出席状況をすべて加味して評価とする。前向きに参加(行動)する学

生を一番評価する。 

テ キ ス ト 

テキストは使用しない。 

その他 (受講上の注意) 

｢企画開発演習(2 年次開講)｣履修者に限る。出欠は毎時間の成果を元にする(出席しているだけでは何も

得られない)。各課題の進行スケジュールを厳守すること。グループワークを主に運営するので、報告・連絡・

相談を密にすること。 
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 企 画 開 発 研 究 ｂ 担当教員  
きん   だ   あき  ひこ 

金 田 明 彦 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画・表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

本学や地域（越前を中心とした）を調べ、学生や地域の声に耳を傾け、本学や地域のために何ができるか

を企画し、提案してみよう。 

授 業 の 到 達 目 標 

コラボレーションを駆使し、本学や地域の課題抽出やその問題解決策、新たな企画提案を実際に行い、本

学の学生同士や、地域と学生の関わり方について考察する。実践を通してのコミュニケーション能力(調べる、

聞く、考える、話し合う、企画を表現する、提案する)の向上をはかる。｢企画開発研究 a｣で得た経験や実績を

さらに活かす。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

テーマや方向性などをふまえたグループ・ワークを基本とする。社会人基礎力診断を取り入れる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  授業オリエンテーション、課題提起 

第 2 回：  各自の｢取り組みたいこと｣｢学生としての課題｣発表プレゼン 

第 3 回：  プロジェクト・チーム編成 

第 4 回：  プロジェクト・チームごとの企画会議 

第 5 回：  企画プレゼンテーション(1) 

第 6 回：  計画書立案・作成 

第 7 回：  調査および企画検討 

第 8 回：  調査および企画検討 

第 9 回：  調査および企画検討 

第 10 回： 調査および企画検討 

第 11 回： 進捗状況報告プレゼンテーション 

第 12 回： 企画会議 

第 13 回： 最終プレゼンテーション準備 

第 14 回： 最終プレゼンテーション準備 

第 15 回： 最終プレゼンテーション 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書等は随時紹介。 

評 価 方 法 

毎回の課題への取組状況とレポート、出席状況をすべて加味して評価とする。前向きに参加(行動)する学

生を一番評価する。 

テ キ ス ト 

使用しない。 

その他 (受講上の注意) 

｢企画開発 研 究 a｣履修 者 に限る。出欠 は毎時 間の成 果を元 にする(出席しているだけでは何も得られな

い)。各課題の進行スケジュールを厳守すること。グループワークを主に運営するので、報告・連絡・相談を密

にすること。 
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 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 法 Ⅱ ａ 担当教員  
たわら  えつ  ざん たに   まさ  のり 

俵 越 山（谷 雅 徳） 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

「話し上手」よりも「聞き上手」になれ。 

授 業 の 到 達 目 標 

コミュニケーション能力の高いといわれる人は、話す事よりも聞く事の方が優れている場合が多い。人の話を

聞く事の重要性とそのコツを学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

本講座担当教員が過去に取材した様々な職業の人達との実際の会話を DVD 映像を通して見ることで、そ

の技法を学びとる。 

同時に、その都度、聞き取った内容をしっかりとレポートとしてまとめる事で、理解力を養う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 授業の概要説明 

第 2 回：  DVD 映像１を基にした取材手法の考察 

第 3 回：  DVD 映像２を基にした取材手法の考察 

第 4 回：  DVD 映像３を基にした取材手法の考察 

第 5 回：  DVD 映像４を基にした取材手法の考察 

第 6 回：  DVD 映像５を基にした取材手法の考察 

第 7 回：  DVD 映像６を基にした取材手法の考察 

第 8 回：  DVD 映像７を基にした取材手法の考察 

第 9 回：  DVD 映像８を基にした取材手法の考察 

第 10 回： DVD 映像９を基にした取材手法の考察 

第 11 回： DVD 映像 10 を基にした取材手法の考察 

第 12 回： DVD 映像 11 を基にした取材手法の考察 

第 13 回： DVD 映像 12 を基にした取材手法の考察 

第 14 回： DVD 映像 13 を基にした取材手法の考察 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

常日頃から、意識して人の話をしっかり聞く練習をして下さい。 

評 価 方 法 

レポート式の試験、課題提出、授業態度、出席等を総合評価 

テ キ ス ト 

使用しない。 

その他 (受講上の注意) 

普段、中々話が聞けない方々の記録映像です。しっかりと話を聞いて下さい。 

 



 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 法 Ⅱ b 担当教員  
たわら えつ  ざん たに   まさ  のり 

俵 越 山（谷 雅 徳） 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

「聞き上手」になったうえで、自分の主張を相手に伝える。 

授 業 の 到 達 目 標 

自分と違う考え方をしている他人の話をよく聞きとる事で、他者の考えを理解し、受け入れる。その上で、自

分自身の考え方をまとめ、相手に伝え、理解してもらう事を学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、選択能力、 

課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

隔週でゲストを迎えてリアルタイムに目の前で行われる教員との対談を聴講する。ただ話を聞くだけではな

く、本講座担当教員の話の聞き方を意識する事でその技法も学びとる。その後、聞き取った内容を元にレポ

ートとしてまとめる事で、理解力を養い。翌週には、前回の対談を受けて、グループごとにその内容に関して話

し合う事でコミュニケーションを実践する。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 授業の概要説明 

第 2 回：  ゲスト対談 

第 3 回：  グループ討論 

第 4 回：  ゲスト対談 

第 5 回：  グループ討論 

第 6 回：  ゲスト対談 

第 7 回：  グループ討論 

第 8 回：  ゲスト対談 

第 9 回：  グループ討論 

第 10 回： ゲスト対談 

第 11 回： グループ討論 

第 12 回： ゲスト対談 

第 13 回： グループ討論 

第 14 回： 特別パネルディスカッション 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

常日頃から、意識して人の話をしっかり聞く練習をして下さい。 

評 価 方 法 

レポート式の試験、課題提出、授業態度、出席等を総合評価 

テ キ ス ト 

使用しない。 

その他 (受講上の注意) 

普段、中々話が聞けないゲストの皆さんが来て下さいます。しっかりと話を聞いて下さい。 

「コミュニケーション技法 IIa」を履修者対象。人数制限（35 名程度）あり。「駅前サテライト」にて実施する。 
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 地 域 メ デ ィ ア 論 担当教員  
たわら えつ  ざん  たに  まさ   のり 

俵 越 山（谷 雅 徳） 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

自分たちで実際に取材した情報を、壁新聞という超アナログなメディアに落とし込む事で地域を捉える。 

授 業 の 到 達 目 標 

私が越前若狭見回り奉行『達者でござる』を自ら企画し、実際に１０年間、越前・若狭一円を歩いて道端で

偶然に出会った人々の話を聞いた経験から考察するに、近所のおばちゃん同士の日常の立ち話であったり、

農作 業 中のお百姓 さん同 士 の会 話であったり、作 業場 で一 人黙 々と物を創っている職人 さんの頭の中 にこ

そ、地域 の情 報が存在しているのではないかと思います。よって本 授業は、実際 に自 分の足で、目で、言 葉

で、心で取材することによって、既存のマスメディアでは決して表に出ない情報が地域には存在し、それが地

域にとってどういう意味を持っているのかという事を考えるものとします。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

グループにわかれ、実際に街に出かけ、自らが取材し、その情報をコンピューター上でのデジタル編集では

なく、実際に手を使って、切って貼って、壁新聞として作り上げる。その為、隔週で２コマ連続で授業が行われ

ます。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  『達者でござる』の映像から、取材対象との距離感、インタビューのノウハウを学ぶ 

第 3 回：  『達者でござる』の映像から、取材対象との距離感、インタビューのノウハウを学ぶ   

第 4 回：  グループごとに実際に町に出て、ビデオカメラを使用した映像取材を行う 

第 5 回：  グループごとに実際に町に出て、ビデオカメラを使用した映像取材を行う 

第 6 回：  収録した映像から情報を読み取りながら編集を考え、さらに必要な情報の検討 

第 7 回：  収録した映像から情報を読み取りながら編集を考え、さらに必要な情報の検討 

第 8 回：  編集に必要な写真、インタビューなどの追加取材 

第 9 回：  編集に必要な写真、インタビューなどの追加取材 

第 10 回： 追加取材あるいは壁新聞作成 

第 11 回： 追加取材あるいは壁新聞作成 

第 12 回： 壁新聞作成 

第 13 回： 壁新聞作成 

第 14 回： 壁新聞作成および発表、総括 

第 15 回： 壁新聞作成および発表、総括 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

常日頃から、意識して初対面の人と話す場を設けるようにして下さい。 

評 価 方 法 

レポート式の試験、課題提出、授業態度、出席等を総合評価。 

テ キ ス ト 

使用しない。 

その他 (受講上の注意) 

学校外に出ます。一般人としての最低限のマナー（挨拶等）を守って、仁愛大学生として誇りを持って社会

に接して下さい。 
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 メ デ ィ ア ･ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 担当教員  
はやし あき  こ 

林 晶 子 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

メディアの本質を理解し、コミュニケーション手段としての効果を考える。 

授 業 の 到 達 目 標 

メディアを通して接触する情報は、わたしたちの価値基準や世界観に多大な影響を与えてきた。受動的に

メディアからの情報を鵜呑みにするのではなく、自ら情報の送り手側と同じように情報発信を体験することで、

情報リテラシーを高めていく。メディアと自分との接点を読み解くために、情報の送り手として表現する際に考

慮すべき問題解決の方法なども考えていく。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

テーマを提示し、基本概念やメディア構造を説明する。その後実習を通して、その特性を体験的に理解す

る。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  コミュニケーションの基本 

第 2 回：  送り手のコミュニケーション 

第 3 回：  自分をコミュニケーション 

第 4 回：  無生物のコミュニケーション 

第 5 回：  ニュースのコミュニケーション 

第 6 回：  つながりのコミュニケーション 

第 7 回：  外国メディアでのコミュニケーション 

第 8 回：  健康ブームとコミュニケーション 

第 9 回：  双方向のコミュニケーション 

第 10 回： 音声のコミュニケーション 

第 11 回： ネット社会のコミュニケーション 

第 12 回： ｢場｣のコミュニケーション 

第 13 回： メディアのコミュニケーション 

第 14 回： ブランドのコミュニケーション 

第 15 回： 異文化のコミュニケーション 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業中の資料に基づき、自分ならこうコミュニケーションする、とアイデアをメモする習慣をつけるとよい。 

評 価 方 法 

授業への参加度 20%、 授業課題の発表内容 30％、 レポート 50％で成績を評価。 

欠席は 1 回につき 4 点減点する。 

テ キ ス ト 

授業中に資料を配布する。 

その他 (受講上の注意) 

上記の｢授業計画｣は、理解度を見ながら、受講生と話し合って変更することがある。 
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 メ デ ィ ア 制 作 ａ 担当教員  
よし   むら  まさ  てる 

吉 村 正 照 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

プログラミングによるグラフィック表現 

授 業 の 到 達 目 標 

デザイナー／アーティスト向けの開発環境「Processing」を利用し、インターフェースデザインを探求する。 

グラフィック作品の制作を通してデザインが果たすコミュニケーションの役割を理解し、独自の視点でインタ

ーフェースを作り出すことが目標となる。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

コミュニケーション能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

90 分演習。毎回テーマを設け作品を制作する。一通り技術を習得した後、最終課題の作品制作となる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション、Processing とは 

第 2 回：  矩形で絵を描く 

第 3 回：  円を描く、色を使う 

第 4 回：  計算と変数 

第 5 回：  繰り返しとランダム 

第 6 回：  条件と分岐 

第 7 回：  画像や文字を使う 

第 8 回：  これまでのおさらいと発展 

第 9 回：  座標を変換する 

第 10 回： 作品をつくる 1 

第 11 回： 作品をつくる 2 

第 12 回： 作品をつくる 3 

第 13 回： 作品をつくる 4 

第 14 回： プレゼンテーションと相互評価 

第 15 回： 修正、データ提出 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業で利用するソフトウェア Processing は、絵を描いたり、動きを制御するようなプログラムを簡単に作ること

ができるように設計された初心者向けのプログラミング言語。オープンソースであり、公式サイトより無料でダウ

ン ロ ー ド が で き る 。 Mac 、  Windows に 対 応 。 本 授 業 の ウ ェ ブ サ イ ト ｢ Processing 学 習 ノ ー ト 

(http://www.d-improvement.jp/learning/processing/) ｣を参 照 し予 習 復 習 をする。復 習 として、授 業 中 に

入力したプログラムを改造し、自分なりの表現を加えてみること。 

評 価 方 法 

授業中の意欲および発表内容 50%、最終課題制作 50%。欠席は減点の対象となり、別途レポートを課す。

テ キ ス ト 

田中 孝太郎・前川 峻志 「Built with Processing ―デザイン／アートのためのプログラミング入門」 

 ビー・エヌ・エヌ新社 

その他 (受講上の注意) 

プログラミングに関 する前 提 知 識 は必 要 ないが、要 所 で｢数 学 や英 語 の知 識｣｢自ら考 える力｣を必 要 とす

る。 

 パソコン台数の関係上、定員を 28 名とする。受講希望者が定員を越えた場合、試験にて選抜を行う。 
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 メ デ ィ ア 制 作 ｂ 担当教員  
よし  むら   まさ  てる 

吉 村 正 照 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

プログラミングによる映像/インタラクティブ表現 

授 業 の 到 達 目 標 

デザイナー／アーティスト向けの開発環境「Processing」を利用し、インターフェースデザインを探求する。 

簡単なアプリの制作を通してデザインが果たすコミュニケーションの役割を理解し、独自の視点でインターフ

ェースを作り出すことが目標となる。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

コミュニケーション能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

90 分演習。毎回テーマを設け作品を制作する。一通り技術を習得した後、最終課題の作品制作となる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  プログラムの構造化 

第 2 回：  動きを制御する 

第 3 回：  関数を定義し利用する 

第 4 回：  反応させる (マウスからの入力に) 

第 5 回：  反応させる (キーボードからの入力に) 

第 6 回：  時間を表示する 

第 7 回：  配列を使う 

第 8 回：  アニメーション 

第 9 回：  ライブカメラを使う 

第 10 回： 作品をつくる 1 

第 11 回： 作品をつくる 2 

第 12 回： 作品をつくる 3 

第 13 回： 作品をつくる 4 

第 14 回： プレゼンテーションと相互評価 

第 15 回： 修正、データ提出 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業で利用するソフトウェア Processing は、絵を描いたり、動きを制御するようなプログラムを簡単に作ること

ができるように設計された初心者向けのプログラミング言語。オープンソースであり、公式サイトより無料でダウ

ン ロ ー ド が で き る 。 Mac 、  Windows に 対 応 。 本 授 業 の ウ ェ ブ サ イ ト ｢ Processing 学 習 ノ ー ト 

(http://www.d-improvement.jp/learning/processing/) ｣を参 照 し予 習 復 習 をする。復 習 として、授 業 中 に

入力したプログラムを改造し、自分なりの表現を加えてみること。  

評 価 方 法 

授業中の意欲および発表内容 50%、最終課題制作 50%。欠席は減点の対象となり、別途レポートを課す。

テ キ ス ト 

田中 孝太郎・前川 峻志 「Built with Processing ―デザイン／アートのためのプログラミング入門」 

ビー・エヌ・エヌ新社 

その他 (受講上の注意) 

前期開講の｢メディア制作 a｣履修者に限る。 
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ビ ジ ュ ア ル ･ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 演 習 ａ 担当教員  
ふな   やま  とし   かつ 

舩 山 俊 克 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

デザイナー教育（技術習得）を行います。 

授 業 の 到 達 目 標 

デザイナーとしての基礎的能力を学び、実務を行うための技術を習得してもらいます。 

課題を作品としてポートフォリオにまとめるところまで実施します。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、社会・職業理解能力、計画実行能力、選択能力、 

課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

約 30 分：レクチャー＋約 30 分：実習(チェックを含む)＋約 30 分：トピックス(内容に応じて流動的) 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  ガイダンス（講義内容説明） 

第 2 回：  コンセプト：意味・目的 

第 3 回：  コンセプト：分類と整理 

第 4 回：  プレゼンテーション・講評 

第 5 回：  形式・内容：意味 

第 6 回：  形式・内容：実践 

第 7 回：  プレゼンテーション・講評 

第 8 回：  形態論・身体論：か・かた・かたち論から 

第 9 回：  形態論・身体論：空間 

第 10 回： 形態論・身体論：インタラクション 

第 11 回： プレゼンテーション・講評 

第 12 回： 企画・計画：差異性について 

第 13 回： 企画・計画：手法 

第 14 回： 企画・計画：実践 

第 15 回： プレゼンテーション・講評 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書は必要に応じて授業内で挙げます。 

評 価 方 法 

「出席」・「課題提出」・「課題内容」・「プレゼンテーション」から算出します。 

絵が上手い・下手といった主観的な内容よりも、授業への積極的な参加を評価します。 

テ キ ス ト 

必要に応じて授業内で配布します。 

その他 (受講上の注意) 

「デジタル・デザイン a」「ビジュアル・コミュニケーション論 a・b」を受講していることが望ましいです。 

授業内容は進行速度に応じて前後することがあります。 
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 ビ ジ ュ ア ル ･ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 演 習 ｂ 担当教員  
ふな   やま  とし   かつ 

舩 山 俊 克 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

デザイナー教育（技術習得）を行います。 

授 業 の 到 達 目 標 

デザイナーとしての基礎的能力を学び、実務を行うための技術を習得してもらいます。 

課題を作品としてポートフォリオにまとめるところまで実施します。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、社会・職業理解能力、計画実行能力、選択能力、 

課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

約 30 分：レクチャー＋約 30 分：実習(チェックを含む)＋約 30 分：トピックス(内容に応じて流動的) 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  製品・商品：意味 

第 2 回：  製品・商品：価値について 

第 3 回：  製品・商品：ブランドについて 

第 4 回：  プレゼンテーション・講評 

第 5 回：  権利：デザインをまもる 

第 6 回：  権利：理解 

第 7 回：  プレゼンテーション・講評 

第 8 回：  構造主義：意味 

第 9 回：  構造主義：記号論について 

第 10 回： 構造主義：実存から象徴まで 

第 11 回： プレゼンテーション・講評 

第 12 回： Bottom of the Pyramid：現代におけるデザイン 

第 13 回： Bottom of the Pyramid：理解 

第 14 回： Bottom of the Pyramid：実践 

第 15 回： プレゼンテーション・講評 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書は必要に応じて授業内で挙げます。 

評 価 方 法 

「出席」・「課題提出」・「課題内容」・「プレゼンテーション」から算出します。 

絵が上手い・下手といった主観的な内容よりも、授業への積極的な参加を評価します。 

テ キ ス ト 

必要に応じて授業内で配布します。 

その他 (受講上の注意) 

「ビジュアル・コミュニケーション演習 a」を受講していることが望ましいです。 

授業内容は進行速度に応じて前後することがあります。 
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 ビ ジ ネ ス 能 力 論 担当教員  
とび   た   まさ   ゆき 

飛 田 正 之 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

ビジネスに求められる能力とその形成方式 

授 業 の 到 達 目 標 

この講義では、企業においてどのような能力が求められているのか、そして企業はどのように育成を行うのか

について理解を深めることを目標とします。また就職活動の前に、各自がどのような仕事で、どのように能力を

高めるのか、どのような働き方を目指すのか、キャリアのイメージが描けるようになることも目標とします。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

社会・職業理解能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

前回講義のまとめ・質問に対する答え 10 分、講義 70 分、感想、質問の記述 10 分 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  働く実態を理解する① (日本の雇用・就業構造) 

第 2 回：  働く実態を理解する② (日本の失業・雇用調整) 

第 3 回：  働く実態を理解する③ (勤続の実態) 

第 4 回：  働く実態を理解する④ (日本企業における賃金の特徴) 

第 5 回：  働く実態を理解する⑤ (労働時間・休日休暇・ワークライフバランス) 

第 6 回：  働く実態を理解する⑥ (非正規雇用) 

第 7 回：  ビジネス能力の開発 (企業の採用方式・配置) 

第 8 回：  ビジネス能力の開発 (能力区分による管理方式) 

第 9 回：  ビジネス能力の開発 (選抜方式・昇進①) 

第 10 回： ビジネス能力の開発 (選抜方式・昇進②) 

第 11 回： ビジネス能力の開発 (選抜方式・昇進③) 

第 12 回： ビジネス能力の開発 (異動・キャリア形成①) 

第 13 回： ビジネス能力の開発 (異動・キャリア形成②) 

第 14 回： ビジネス能力の開発 (異動・キャリア形成③) 

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

予習については、授業の終わりに指示します。復習については、配布したプリントと板書から、まとめを行っ

てください。 

参考図書は授業中に指示します。 

評 価 方 法 

中間試験(50 点)、期末試験(50 点)により評価。 

テ キ ス ト 

テキストは使用しません。毎回プリントを配布します。 

その他 (受講上の注意) 
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 ビ ジ ネ ス 能 力 研 究 担当教員  
とび   た   まさ   ゆき 

飛 田 正 之 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

ビジネスに求められる能力を調べる。 

授 業 の 到 達 目 標 

この講義では、企業においてどのような能力が求められているのか、そして企業はどのように従業員の能力

育成を行っているのかについて自ら研究することを目標とします。それにより、各自がどのような仕事で、どのよ

うに能力を高めるのか、どのような働き方を目指すのか、キャリアのイメージが描けるようになることも目標としま

す。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

情報収集・探索能力、社会・職業理解能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

前回講義のまとめ・質問に対する答え 10 分、講義 70 分、感想、質問の記述 10 分 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  ビジネス能力の開発 (能力評価方式①) 

第 2 回：  ビジネス能力の開発 (能力評価方式②) 

第 3 回：  ビジネス能力の開発 (賃金管理①) 

第 4 回：  ビジネス能力の開発 (賃金管理②) 

第 5 回：  ビジネス能力の開発 (トップマネジメントの選抜・育成) 

第 6 回：  ビジネス能力の開発 (女性従業員のキャリア開発) 

第 7 回：  ビジネス能力の開発 (労働時間管理①) 

第 8 回：  ビジネス能力の開発 (労働時間管理②) 

第 9 回：  ビジネス能力研究 (企業分析①) 

第 10 回： ビジネス能力研究 (企業分析②) 

第 11 回： ビジネス能力研究 (企業分析③) 

第 12 回： ビジネス能力研究 (企業分析④) 

第 13 回： ビジネス能力研究 (履歴書を書いてみよう①) 

第 14 回： ビジネス能力研究 (履歴書を書いてみよう②) 

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

予 習 については、発 表 のための資 料 収 集 、まとめが必 要 になります。復 習 については、他 の受 講 生 の発

表、講師のコメントをもとにまとめを行ってください。参考図書は授業中に指示します。 

評 価 方 法 

レポート（50 点)、期末試験（50 点）により評価。 

テ キ ス ト 

テキストは使用しません。プリントを配付します。 

その他 (受講上の注意) 
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 英 語 学 研 究 Ⅱ （談話分析） 担当教員  
や    はし   ち    え 

矢 橋 知 枝 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期・4 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

英語における談話分析 

授 業 の 到 達 目 標 

英語の構造を談話分析的手法を用いて理解する。ひいては自らの談話形成能力の向上、すなわちコミュ

ニケーション能力の向上につながることを期待する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、役割把握・認識能力、計画実行能力、

選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義および演習 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  談話分析入門① 

第 3 回：  談話分析入門②    

第 4 回：  談話分析入門③        

第 5 回：  談話分析入門④ 

第 6 回：  会話分析①       

第 7 回：  会話分析② 

第 8 回：  会話分析③ 

第 9 回：  会話分析④ 

第 10 回： テクスト分析① 

第 11 回： テクスト分析② 

第 12 回： テクスト分析③ 

第 13 回： テクスト分析④ 

第 14 回： 文学的談話分析① 

第 15 回： 文学的談話分析② 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

マルコム･クルタード（吉村昭市他訳） 『談話分析を学ぶ人の為に』 （世界思想社・1999）および 

仁愛大学コミュニケーション学科編 『コミュニケーションをデザインする』 （行路社・2003） 

評 価 方 法 

定期レポート 50%、小レポート・授業発表・授業貢献 35%、出席率 15% 

テ キ ス ト 

テキストは使用せず、適宜ハンドアウトを配布する。 

その他 (受講上の注意) 

出席・授業への貢献とともに、授業外での予習・復習を重視する。また、遅刻 3 回で欠席 1 回分とみなす。
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 英 語 文 章 表 現 法 ａ 担当教員  
こん   ど   ひろ  ゆき 

紺 渡 弘 幸 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

書くプロセスを重視したコミュニカティブ・ライティング 

授 業 の 到 達 目 標 

メッセージを効果的にわかりやすく読み手に伝えるライティングの力を養成する。書くプロセスを重視し、トピ

ックの選択、ブレインストーミング、アウトライニング、初稿書き、推敲、最終稿書き、評価、フィードバックといっ

た一連の流れによるプロセス・ライティングを訓練する。また、パラグラフの構成や多様なパラグラフの展開パタ

ーンを学習し、併せて正しい文章を書くための文法、基礎的な句読法も学習する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

コミュニケーション能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

文章表現の基礎知識を理解した後、学習した内容に基づいて実際に英文を書く練習をする。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Introduction: Process Writing 

第 2 回：  Introduction: Process Writing 

第 3 回：  Pre-Writing: Getting Ready to Write 

第 4 回：  Pre-Writing: Getting Ready to Write 

第 5 回：  The Structure of a Paragraph 

第 6 回：  The Structure of a Paragraph 

第 7 回：  The Development of a Paragraph 

第 8 回：  The Development of a Paragraph 

第 9 回：  Descriptive and Process Paragraphs 

第 10 回： Descriptive and Process Paragraphs 

第 11 回： Opinion Paragraphs 

第 12 回： Opinion Paragraphs 

第 13 回： Comparison / Contrast Paragraphs 

第 14 回： Comparison / Contrast Paragraphs 

第 15 回： Consolidation 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する。 

評 価 方 法 

授業への積極的参加(30%)、課題および試験(70%)を総合して評価する。 

テ キ ス ト 

Zemach, D. E., and L. A. Rumisek., SUCCESS WITH COLLEGE WRITING, MACMILLAN 

LANGUAGEHOUSE, 2009 

他に随時プリントを使う。 

その他 (受講上の注意) 

出欠および授業への積極的な参加を重視する。主体的な学習を期待する。 
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 英 語 文 章 表 現 法 ｂ 担当教員  
こん   ど   ひろ  ゆき 

紺 渡 弘 幸 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

書くプロセスを重視したコミュニカティブ・ライティング 

授 業 の 到 達 目 標 

メッセージを効果的にわかりやすく読み手に伝えるライティングの力を養成する。書くプロセスを重視し、トピ

ックの選択、ブレインストーミング、アウトライニング、初稿書き、推敲、最終稿書き、評価、フィードバックといっ

た一 連 の流 れによるライティングを訓 練 する。またエッセイの構 成 、統 一 性 やすぐれた Introduction 及 び

Conclusion の書き方も学習する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

コミュニケーション能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

文章表現の基礎知識を理解した後、学習した内容に基づいて実際に英文を書く練習をする。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Problem / Solution Paragraphs 

第 2 回：  Problem / Solution Paragraphs 

第 3 回：  The Structure of an Essay 

第 4 回：  The Structure of an Essay 

第 5 回：  Outlining an Essay 

第 6 回：  Outlining an Essay 

第 7 回：  Introductions and Conclusions 

第 8 回：  Introductions and Conclusions 

第 9 回：  Unity and Coherence 

第 10 回： Unity and Coherence 

第 11 回： Essays for Examinations 

第 12 回： Essays for Examinations 

第 13 回： Post-Writing: Appreciation 

第 14 回： Post-Writing: Appreciation  

第 15 回： Consolidation 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する。 

評 価 方 法 

授業への積極的参加(30%)、課題および試験(70%)を総合して評価する。 

テ キ ス ト 

Zemach, D. E., and L. A. Rumisek., SUCCESS WITH COLLEGE WRITING, MACMILLAN 

LANGUAGEHOUSE, 2009 

他に随時プリントを使う。 

その他 (受講上の注意) 

出欠および授業への意欲的な参加を重視する。主体的な学習を期待する。 
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 メ デ ィ ア 英 語 研 究 ａ 担当教員  
むら  かみ  よう  すけ 

村 上 陽 介 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

インターナショナル・コミュニケーションで必要となる、さまざまなトピックについての知識と英語語彙の修得 

授 業 の 到 達 目 標 

比較的平易な英語で書かれた新鮮な英文ニュース記事を読み、その内容と形式について学習する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

各トピックに関するニュース記事の内容をパラグラフ単位で確認すると同時に、その表現形式を分析する。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  宗教 

第 2 回：  スポーツ 

第 3 回：  観光 

第 4 回：  医療 

第 5 回：  環境保護 

第 6 回：  経済 

第 7 回：  政治 

第 8 回：  教育 

第 9 回：  大衆文化 

第 10 回： 産業 

第 11 回： 犯罪 

第 12 回： 外交 

第 13 回： 芸術 

第 14 回： 科学 

第 15 回： 社会 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

世の中で起きている種々の事柄についてのニュースを読む習慣を身につけること。教材を事前に丹念に読

むとともに、次の回の授業で行われる小テストに備えて、授業後、再度読むこと。 

評 価 方 法 

定期試験 (40%)、小テスト (40%)、授業でのパフォーマンス (20%) 

テ キ ス ト 

プリント(当該の授業の前の回の授業で配付) 

その他 (受講上の注意) 

｢授業の計画｣で示したトピックは順不同であり、また一部差し替えとなる可能性がある。 

 

― 184 ―



- 184 - 

 メ デ ィ ア 英 語 研 究 ｂ 担当教員  
むら   かみ  よう  すけ 

村 上 陽 介 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

インターナショナル・コミュニケーションで必要となる、さまざまなトピックについての知識と英語語彙の修得 

授 業 の 到 達 目 標 

比較的難易度の高い英語で書かれた、新鮮なニュース記事を読み、その内容と形式について学習する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

各トピックに関するニュース記事の内容をパラグラフ単位で確認すると同時に、その表現形式を分析する。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  宗教 

第 2 回：  スポーツ 

第 3 回：  観光 

第 4 回：  医療 

第 5 回：  環境保護 

第 6 回：  経済 

第 7 回：  政治 

第 8 回：  教育 

第 9 回：  大衆文化 

第 10 回： 産業 

第 11 回： 犯罪 

第 12 回： 外交 

第 13 回： 芸術 

第 14 回： 科学 

第 15 回： 社会 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

世の中で起きている種々の事柄についての新聞・雑誌記事を読んだりテレビニュースを見る習慣を身につ

けること。教材を事前に丹念に読むとともに、次の回の授業で行われる小テストに備えて、授業後、再度読む

こと。 

評 価 方 法 

定期試験 (40%)、小テスト (40%)、授業でのパフォーマンス (20%) 

テ キ ス ト 

プリント(当該の授業の前の回の授業で配付) 

その他 (受講上の注意) 

｢授業の計画｣で示したトピックは順不同であり、また一部差し替える可能性がある。 
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 英 米 文 学 研 究 ａ 担当教員  
むら  かみ  よう   すけ 

村 上 陽 介 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

私たちとは異なる時代、異なる場所に生きる（架空の）人々の行動、思考、感情の考察 

授 業 の 到 達 目 標 

短編小説 を想 起させる、平易な口語 体で書かれた「対話詩」を中 心 に、アメリカの国民詩人 と呼 ばれる詩

人の作品を分析的に読み、これらを総合的に鑑賞する力を習得してもらうことを目的とする。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

テキストの講読およびテキストの内容に関するディスカッション 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  "The Road Not Taken," "Stopping by Woods on a Snowy Evening" 

第 2 回：  "Mending Wall" (1) 

第 3 回：  "Mending Wall" (2) 

第 4 回：  "The Death of a Hired Man" (1) 

第 5 回：  "The Death of a Hired Man" (2) 

第 6 回：  "The Death of a Hired Man" (3) 

第 7 回：  "The Death of a HIred Man" (4) 

第 8 回：  "The Mountain" (1) 

第 9 回:  "The Mountain" (2) 

第 10 回： "The Mountain" (3)  

第 11 回： "The Mountain" (4) 

第 12 回： "The Home Burial" (1) 

第 13 回： "The Home Burial" (2) 

第 14 回： "The Home Burial" (3) 

第 15 回： "The Home Burial" (4)  

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

事前に予習を丹念に行い、授業中に各自の問題点をすべて解決するよう、積極的に取り組むこと。 

評 価 方 法 

定期試験 (60%)、授業でのパフォーマンス (40%) 

テ キ ス ト 

渡辺久義（編注） The Poetry of Robert Frost  あぽろん社 1980 

その他 (受講上の注意) 

特になし。 
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 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン a 担当教員  ｽﾌﾟﾘﾁｬﾙ ﾓｰﾘｽ ﾙｲｽ 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

Basic Skills for Supporting and Refuting Opinions 

授 業 の 到 達 目 標 

Debate techniques are indispensable in daily life as a tool for thinking about an issue from all sides. 

Furthermore, learning to debate gives you the ability to question sources of information. Do you believe 

everything you read? Are all advertised products really that wonderful?  

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、計画実行能力、選択能力、 

課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

Each unit covered in the text systematically offers guidance through practical exercises in order for 

participants to acquire the necessary skills for actively offer ing opinions and defending them, as well as 

questioning the validity of the opinions of others.  

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Agreeing or Disagreeing with an Opinion 

第 2 回：  Debate Resolutions 

第 3 回：  Reasons for Opinions 

第 4 回：  Brainstorming & Question-Making 

第 5 回：  Supporting Your Opinion 

第 6 回：  Organizing Your Opinion 

第 7 回：  Refuting Opinions 

第 8 回：  “Tennis Debates” & Critiquing 

第 9 回：  Challenging Supports 

第 10 回： Organizing Refutations 

第 11 回： Mini-Debates & Editorial Response 

第 12 回： Flowing a Model Debate 

第 13 回： Flowing a Complete Debate 

第 14 回： Holding a Debate 

第 15 回： Holding a Debate 

第 16 回： Final Examination 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

Participants should have taken and passed ‘English I a & I b’, ‘Oral Communication I a & I b’ and 

‘Oral Communication II a & II b’. 

評 価 方 法 

Homework Assignments & In-class Debates (第 14 回 & 第 15 回) - 50% 

Final Examination (Listening & Writing) - 50% 

テ キ ス ト 

Michael Lubetsky, Charles LeBeau, & David Harrington, Discover Debate; Basic Skills for Supporting 

and Refuting Opinions, Language Solutions Incorporated, 2000 

その他 (受講上の注意) 

This course requires much preparation and active participation. 
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 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ｂ 担当教員  ｽﾌﾟﾘﾁｬﾙ ﾓｰﾘｽ ﾙｲｽ 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

Presenting Opinions 

授 業 の 到 達 目 標 

Without having an informed opinion、it is obviously difficult to engage in an intelligent conservation or 

to debate an issue for most any length of time. This course wil l introduce several social issues which affect 

everyone in their daily lives, directly or indirectly.  

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、役割把握・認識能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

Each class consists of a reading passage on a social issue、followed by comprehension exercises and 

discussion. Students will be tasked with exchanging opinions and submitting written reports on topics 

introduced in the text, after researching the topics via newspapers, books, and the Internet.  

授 業 の 計 画 

第 1 回：  ‘Cultural Globalization’ 

第 2 回：  ‘Economic Globalization’ 

第 3 回：  ‘Consumer Culture’ 

第 4 回：  ‘Comparative Culture’ 

第 5 回：  ‘Domestic Violence' 

第 6 回：  ‘Immigration’ 

第 7 回：  ‘Emigration’ 

第 8 回：  ‘Japanese Overseas Assistance’ 

第 9 回：  ‘Surrogate Motherhood’ 

第 10 回： ‘Suicide’ 

第 11 回： ‘Drugs’ 

第 12 回： ‘Prostitution’ 

第 13 回： ‘Lost Languages’ 

第 14 回： ‘Internet Usage’ 

第 15 回： ‘World Union’ 

第 16 回： Final Examination 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

Participants should have taken and passed ‘English I a & I b’、‘Oral Communication I a & I b’、‘Oral 

Communication II a’ & II b’、and 'English Communication a'. 

評 価 方 法 

Attendance & Active Participation - 25%、Periodic Reports - 25%, 

and Final Examination - 50% 

テ キ ス ト 

Peter Weld, Facing the Future, Kinseido, 2007 

その他 (受講上の注意) 

You must research issues outside of class and actively interact in pairs and groups. 
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 英 語 聴 解 技 法 a 担当教員  
や    はし  ち    え 

矢 橋 知 枝 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

通訳とコミュニケーションの総合演習 

授 業 の 到 達 目 標 

家族、学生生 活など日常的 な事柄からさまざまな話題 を取り上げ、高度な英 語の聴解力、読解 力、表現

力を鍛える。初歩的な逐次的通訳の仕方も学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、社会・職業理解能力、役割把握・認識能力、選択能力、 

課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

演習を主体とする。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  実践演習 1 

第 2 回：  Unit 1 家族 

第 3 回：  Unit 1 家族 

第 4 回：  Unit 2 大学生活    

第 5 回：  Unit 2 大学生活 

第 6 回：  Unit 3 趣味（スポーツ）      

第 7 回：  Unit 3 趣味（スポーツ）  

第 8 回：  実践演習 2 

第 9 回：  Unit 4 趣味（映画・音楽）      

第 10 回： Unit 4 趣味（映画・音楽） 

第 11 回： Unit 5 国際交流 1     

第 12 回： Unit 5 国際交流 1 

第 13 回： Unit 6 国際交流 2     

第 14 回： Unit 6 国際交流 2 

第 15 回： 実践演習 3  

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

Net Academy(スタンダードコース)も学習する。 

評 価 方 法 

定期試験 60%、授業発表・授業貢献等・受講態度 40% 

テ キ ス ト 

Saito, Minakawa and Potter., Developing Interpreting Skills for Communication, Nan'un-do, 1999 

その他 (受講上の注意) 

出席・授業への貢献とともに、授業外での予習・復習も重視する。また、遅刻 3 回で欠席 1 回分とみなす。
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 英 語 聴 解 技 法 ｂ 担当教員  
や    はし  ち    え 

矢 橋 知 枝 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

通訳とコミュニケーションの総合演習 

授 業 の 到 達 目 標 

国 際 交 流 、高 齢 化 ・少 子 化 などの社 会 問 題 を取 り上 げ、高 度 な英 語 の聴 解 力 、読 解 力 、表 現 力 を鍛 え

る。初歩的な逐次的通訳の仕方も学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、社会・職業理解能力、役割把握・認識能力、選択能力、 

課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

演習を主体とする。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  実践演習 4 

第 2 回：  Unit 7 日本の文化 

第 3 回：  Unit 7 日本の文化  

第 4 回：  Unit 8 海外の文化 

第 5 回：  Unit 8 海外の文化  

第 6 回：  Unit 9 社会事情 1 

第 7 回：  Unit 9 社会事情 1 

第 8 回：  実践練習 5 

第 9 回：  Unit 10 社会事情 2 

第 10 回： Unit 10 社会事情 2 

第 11 回： Unit 11 観光     

第 12 回： Unit 11 観光 

第 13 回： Unit 12 コミュニケーション     

第 14 回： Unit 12 コミュニケーション 

第 15 回： 実践演習 6 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

Net Academy(スタンダードコース)も学習する。 

評 価 方 法 

定期試験 60%、授業発表・授業貢献等・受講態度 40% 

テ キ ス ト 

Saito, Minakawa and Potter., Developing Interpreting Skills for Communication, Nan'un-do, 1999 

その他 (受講上の注意) 

出席・授業への貢献とともに、授業外での予習・復習も重視する。また、遅刻 3 回で欠席 1 回分とみなす。
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 ビ ジ ネ ス 英 語 研 究 a 担当教員  
さわ  ざき   とし  ふみ 

澤 崎 敏 文 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

Business Interactions / Doing Business in English 

授 業 の 到 達 目 標 

英 語 は、それを母 国 語 とする国 々だけでなく、国 際 的 なビジネス共 通 語 として欠 かせない言 語 となってい

る。ビジネスにおける世界共通語としての英語を、英語 I、英語 II で学習してきた四技能を活用し、実際に躍

進する日本企 業のビジネスモデルを英語を通して知り、実践的なビジネス英語の基礎を学ぶことを目標とす

る。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

ペア、グループなど多 様 な学 習 形 態 を取 り入 れて、ビジネス(経 営 、SWOT 分 析 、Positioning 分 析 、

Marketing Mix 等のマーケティング)について英語で学ぶスタイルをとる。LMS やインターネット等を授業教材と

して活用し、学生主体の活動を中心に行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Introduction / Business English 

第 2 回：  Chapter 1: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 3 回：  Chapter 1: Role playing & Short Presentation 

第 4 回：  Chapter 2: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 5 回：  Chapter 2: Role playing & Short Presentation 

第 6 回：  Chapter 3: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 7 回：  Chapter 3: Role playing & Short Presentation 

第 8 回：  Review 

第 9 回：  Chapter 4: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 10 回： Chapter 4: Role playing & Short Presentation 

第 11 回： Chapter 5: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 12 回： Chapter 5: Role playing & Short Presentation  

第 13 回： Review 

第 14 回： Discussion for Business Presentation  

第 15 回： Business Presentation 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

必要に応じて授業内で指示します。 

評 価 方 法 

授業への積極的参加および発表内容(25%)、課題および毎回の小テスト(75%)を総合して評価する。 

テ キ ス ト 

『Moving ahead in the 21st Century: 12 Forward-looking Companies』 松柏社 2009 年 

その他 (受講上の注意) 

初回の授業時に、詳細なシラバスの配布、授業計画の説明を行う予定。 
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 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技 法 a 担当教員  
やま   だ   はる  み 

山 田 晴 美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

Developing presentation skills in English 

授 業 の 到 達 目 標 

1. To learn how to use the physical message, the visual message, and the story message effectively to 

make effective presentations in English. 

2. To integrate and develop the presentation skills through discussions, group work, researching and 

collecting information, and single and group presentations.   

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、役割把握・認識能力、計画実行能力、

選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

1. You will learn how to make presentations effectively with a lot of speaking activities in pairs and in 

groups. You will be encouraged to express your opinions actively in class. 

2. You will make several small presentations during the course. This is to integrate and improve the 

skills you have learned.  

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Introduction、 The Physical Message 

第 2 回：  Posture and Eye Contact 

第 3 回：  Informative Speech 1 

第 4 回：  Informative Speech 2 

第 5 回：  Gestures 

第 6 回：  Layout Speech 1 

第 7 回：  Layout Speech 2 

第 8 回：  Voice Inflection 1 

第 9 回：  Voice Inflection 2 

第 10 回： Demonstration Speech 1 

第 11 回： Demonstration Speech 2 

第 12 回： The Visual Message 1 

第 13 回： The Visual Message 2 

第 14 回： The Visual Message 3 

第 15 回： Review 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

You don’t need to prepare for lessons、 but you will have to submit some assignments to prepare for 

your presentations. 

For further reading： 

Deane、 P. & Reynolds、 K. 著 『英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの基本スキル』 朝日出版社 2002 

飯泉恵美子 & T.J.Oba 著 『はじめての英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ』 The Japan Times 2003 

   (You can find these books in the Jin-ai University Library.)  

評 価 方 法 

1. Class activities: 20 %  2. Presentations: 40%  3. Examination: 40% 

テ キ ス ト 

David Harrington & Charles LeBeau, Speaking of Speech (New Edition), MACMILLAN, 2009 

その他 (受講上の注意) 

1. Attendance and active participation are very important. 

2. You have to bring your textbooks、 your favourite dictionaries、 and writing materials to class. 
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 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技 法 ｂ 担当教員  
やま   だ   はる  み 

山 田 晴 美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

Developing presentation skills in English 

授 業 の 到 達 目 標 

1. To learn how to use the physical message, the visual message, and the story message effectively to 

make effective presentations in English. 

2. To integrate and develop the presentation skills through discussions, group work, researching and 

collecting information, and single and group presentations.   

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、役割把握・認識能力、計画実行能力、

選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

1. You will learn how to make presentations effectively with a lot of speaking activities in pairs and in 

groups. You will be encouraged to express your opinions actively in class. 

2. You will make several small presentations during the course. This is to integrate and improve the 

skills you have learned. 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Explaining Visuals 1 

第 2 回：  Explaining Visuals 2 

第 3 回：  The Story Message 1 

第 4 回：  The Story Message 2 

第 5 回：  The Introduction 1 

第 6 回：  The Introduction 2 

第 7 回：  The Introduction 3 

第 8 回：  The Body 1 

第 9 回：  The Body 2 

第 10 回： The Body 3 

第 11 回： The Body 4 

第 12 回： The Conclusion 1 

第 13 回： The Conclusion 2 

第 14 回： The Final Performace 

第 15 回： Review 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

You don’t need to prepare for lessons、 but you will have to submit some assignments to prepare for 

your presentations. 

For further reading： 

Deane、 P. & Reynolds、 K. 著 『英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの基本スキル』 朝日出版社 2002 

飯泉恵美子 & T.J.Oba 著 『はじめての英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ』 The Japan 2003 

評 価 方 法 

1. Class participation and class activities: 20 %  2. Presentations: 40%  3. Examination: 40% 

テ キ ス ト 

David Harrington & Charles LeBeau, Speaking of Speech (New Edition), MACMILLAN, 2009 

その他 (受講上の注意) 

1. Attendance and active participation are very important. 

2. Students are expected to be highly motivated to study English and English teaching methodologies so 

that they can be good English teachers in the future. 
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 現 代 社 会 研 究 Ⅱ 担当教員  
しま  おか はじめ 

島 岡 哉 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

現代社会への文化人類学的アプローチ 

授 業 の 到 達 目 標 

本講義では、グローバルな視点から、日本社会およびそれぞれの地域社会をとらえる力を身につける。現

代社会は、近代社会の社会編成の上に成り立っている。そこで、西洋近代の学としてのルーツを持っていた

文化人類学の理論枠組みを用いて、世界史的（※西洋中心主義の歴史ではない）視野から物事を把握でき

る力の養成と、論理的思考のトレーニングを行う。なお、受講を通して、本学が立地する越前という地域が、グ

ローバル化の中でどのように変容を遂げているのかについて、分析・考察を行えるようになってもらいたい。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、情報収集・探索能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義を主とする。各回の講義内容の理解度をはかるために、および双方向の講義を目指すために、リアク

ション・ペーパーを書いてもらう。ただし、登録者数が少なくゼミ形式が可能な場合は、形式を変更することもあ

りうる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  文化人類学とは？――｢フクイ・シルク｣から｢西洋近代の相対化｣まで 

第 2 回：  本講義を理解するために①――西洋近代の二元論の確認 

第 3 回：  本講義を理解するために②――基礎的な世界史の確認 

第 4 回：  ｢グローバル｣＝｢ユニバーサル｣？――帝国から国民国家へ、そしてボーダレス化へ 

第 5 回：  環境問題における｢グローバル｣とは？――身体の復権 

第 6 回：  ハイブリッド・モダニティ――言説が持つ権力性への｢抵抗｣と｢流用｣ 

第 7 回：  ｢ディアスポラ｣という｢共同体｣――西洋近代との｢交渉｣ 

第 8 回：  ｢サバルタン｣とは誰か？――語りえない位置におかれた人々 

第 9 回：  英語帝国主義と格差社会 

第 10 回： 情報戦争――監視社会の成立 

第 11 回： 情報都市と世界都市――9・11 テロ以前／以後の世界 

第 12 回： マクドナルド化する社会？――グローバル化とトランスナショナルカルチャーをめぐって 

第 13 回： ヘリテージ・ツーリズムの現在――記憶の選択と忘却、コメモレーション 

第 14 回： オリエンタリズム 

第 15 回： オクシデンタリズム 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

本講義は、日本語の訳書・著書だけでなく、英文の専門学術誌論文に依拠した内容が多く含まれるため、

予習は難しい。(ただし、英語で、英文論文を用いて講義するという意味ではない。)そこで、復習に相当な時

間を割いてもらいたい。たとえば、｢ハイブリッド・モダニティー｣や｢コロニアリズム｣などの用語の意味を、自分の

言葉で言い換えることができるような講義を行う。わかりやすく言い換えた板書・ノートを見てかならず復習して

おくこと。 

評 価 方 法 

リアクション・ペーパー記載の内容(出欠も兼ねる)が 30％、定期試験 70％の総合評価 

テ キ ス ト 

特定のテキストは指定しない。文化人類学の文献の中から、日本語で読めて入手可能なもの、入門書の文

体でわかりやすいものを、講義中に紹介する。 

その他 (受講上の注意) 

真摯に学ぼうとする受講生に迷惑をかける者には、単位を与えない。 
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 臨 床 社 会 学 担当教員  
ほう  げつ まこと 

宝 月 誠 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

逸脱に対する社会的コントロールの考え方 

授 業 の 到 達 目 標 

社会には種々の｢逸脱・病理現象｣が生じるが、それに対処するために規制や矯正・治療など｢社会的コント

ロール｣が行 なわれている。逸 脱 と社 会 的 コントロールについての代 表 的 な考 え方 を紹 介 し、社 会 診 断 と治

療・改善を目指す臨床社会学の視点を学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、役割把握・認識能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義 80 分・質疑応答 10 分・レジメを配布 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション：講義方針と計画 

第 2 回：  デュルケームの理論：臨床社会学の原点 

第 3 回：  三つの基本的視点：構造論・相互作用論・行為者論 

第 4 回：  シカゴ学派・アノミー論 

第 5 回：  差異的接触論・ラベソング論 

第 6 回：  合理的選択論・社会的絆論 

第 7 回：  逸脱の事例(1) 

第 8 回：  逸脱の事例(2) 

第 9 回：  コントロールの考え方 

第 10 回： コントロールの目的と手段 

第 11 回： 介入・排除・包摂 

第 12 回： 組織的なコントロール 

第 13 回： インフォーマルなコントロール 

第 14 回： 臨床社会学に必要な考え方と課題 

第 15 回： まとめと討議 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

テキストを読み質問事項を考えておくこと。議論に参加するためにこの点は重要。 

評 価 方 法 

レポート 70 点(70 点×1 回) 

小テスト 30 点(10 点×3 回)、集中講義 1 日目～3 日目に実施 

テ キ ス ト 

宝月誠 『逸脱とコントロールの社会学』 有斐閣 2004 年 

その他 (受講上の注意) 

特になし。 
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 デ ー タ 解 析 法 ｂ 担当教員  
こ   ばやし だい  すけ 

小 林 大 祐 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

量的データの分析方法を詳しく学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

この講義では、社会学のデータ分析に用いられる多変量解析の手法について、その基本的な考え方を解

説した上で、主要な分析手法について学ぶ。分散分析、重回帰分析を基本とするが、カテゴリカルなデータ

に対する分析手法や主成分分析・因子分析についてもとりあげる。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義とコンピュータをもちいた実習の形式によっておこなう。説明のため、適宜レジュメを配布する。また授

業中にアンケートなどの小課題の提出を求めることがある(不定期)。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション  

第 2 回：  おさらい(1) 記述統計量  

第 3 回：  おさらい(2) 検定の考え方 

第 4 回：  多変量解析の考え方：変数をコントロールするとは、どういうことか？   

第 5 回：  分散分析の理論と演習   

第 6 回：  単回帰分析の理論と演習 

第 7 回：  単回帰分析の理論と演習 

第 8 回：  単回帰分析の理論と演習   

第 9 回：  カテゴリカル・データの間の連関を探る 

第 10 回： カテゴリカル・データの間の連関を探る  

第 11 回： 主成分分析・因子分析の考え方   

第 12 回： 主成分分析の理論と演習   

第 13 回： 因子分析の理論と演習 

第 14 回： 因子分析の理論と演習  

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する 

参考図書： ボーンシュテット・ノーキ 『社会統計学』 ハーベスト社 

評 価 方 法 

期末試験と複数回の小課題の提出による。 

テ キ ス ト 

一定のテキストは使用しない。 

その他 (受講上の注意) 

本科目は社会調査士資格標準カリキュラムの E に対応する科目であり、課題の提出などを厳しくチェックす

る。 
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 社 会 調 査 演 習 a 担当教員  
こばやしだいすけ しまおかはじめ やまなか ち え 

小林大祐・島岡哉・山中千恵 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

社会調査の過程を実習によって学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

この実習では、質問紙調査、またはインタビュー調査をその設計から、仮説設定、質問紙・インタビュー項

目の作成、実査、統計的・質的分析、報告書作成まで一通りおこなうことで、これまでのカリキュラムのなかで

学んできた社会調査や統計学の知識とテクニックを実践のなかで、役立つものとして身につけてもらうことを目

的としている。越前地域を対象とした調査演習テーマも設定する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、計画実行能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

調査方法によりグループを分けて、それぞれの教員のもとで適宜、講義と実習をおこなっていく。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーションとグループ決定  

第 2 回：  テーマについての話し合い 

第 3 回：  テーマについての話し合い 

第 4 回：  テーマについての文献レビュー 

第 5 回：  テーマについての文献レビュー 

第 6 回：  仮説構成 

第 7 回：  仮説構成  

第 8 回：  質問作成 

第 9 回：  質問作成 

第 10 回： 質問作成    

第 11 回： 質問紙・インタビュー項目作成 

第 12 回： 質問紙・インタビュー項目作成 

第 13 回： 質問紙・インタビュー項目作成 

第 14 回： 実査準備 

第 15 回： 実査準備 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する。 

評 価 方 法 

受講態度と複数回の小課題の提出による 

テ キ ス ト 

授業開始時に各教員から指示がある。 

その他 (受講上の注意) 

本科目は社会調査士資格標準カリキュラムの G に対応する科目である。授業時間以外にも作業などで拘

束されることがあるが、グループ単位での作業が求められるので基本的に全回出席が求められる(特に就職活

動を行う者は注意すること)。なお社会調査士科目の単位を既に 3 科目以上取得していることが望ましい。 
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 社 会 調 査 演 習 ｂ 担当教員  
こばやしだいすけ しまおかはじめ やまなか ち え 

小林大祐・島岡哉・山中千恵 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

社会調査の過程を実習によって学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

この実習では、質問紙調査、またはインタビュー調査をその設計から、仮説設定、質問紙・インタビュー項

目の作成、実査、統計的・質的分析、報告書作成まで一通りおこなうことで、これまでのカリキュラムのなかで

学んできた社会調査や統計学の知識とテクニックを実践のなかで、役立つものとして身につけてもらうことを目

的としている。越前地域を対象とした調査演習テーマも設定する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、計画実行能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

調査方法によりグループを分けて、それぞれの教員のもとで適宜、講義と実習をおこなっていく。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  実査①  

第 2 回：  実査② 

第 3 回：  コーディング・データ整理① 

第 4 回：  コーディング・データ整理②   

第 5 回：  コーディング・データ整理③   

第 6 回：  データ分析①   

第 7 回：  データ分析②   

第 8 回：  データ分析③    

第 9 回：  データ分析④    

第 10 回： データ分析⑤    

第 11 回： 報告書作成①   

第 12 回： 報告書作成②   

第 13 回： 報告書作成③   

第 14 回： 報告書作成④   

第 15 回： 報告書作成⑤ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する。 

評 価 方 法 

受講態度と各自が作成、提出した報告書によって評価する。 

テ キ ス ト 

授業開始時に各教員から指示がある。 

その他 (受講上の注意) 

本科目は社会調査士資格標準カリキュラムの G に対応する科目である。授業時間以外にも作業などで拘

束されることがあるが、グループ単位での作業が求められるので基本的に全回出席が求められる(特に就職活

動を行う者は注意すること)。なお同年前期の社会調査演習 a の単位を取得している者以外は受講できない。
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 現 代 文 化 研 究 担当教員  
やま  なか  ち    え 

山 中 千 恵 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

｢少女文化｣を考える。 

授 業 の 到 達 目 標 

｢少女｣のイメージがどのようにうまれてきたのか、そして現在の社会を分析する視角としていかに機能してい

る(させられている)のかを検討することを通じて、現代文化とジェンダーのかかわりについて考える力を養う。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義。グループワークや発表の時間も設ける。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  ガイダンス 

第 2 回：  ジェンダーとセクシュアリティ 

第 3 回：  ｢子ども｣概念をめぐって 

第 4 回：  ｢少年｣の理想主義 

第 5 回：  ｢少女｣論の系譜(1) 

第 6 回：  ｢少女｣論の系譜(2) 

第 7 回：  異性愛の行方(1) 

第 8 回：  異性愛の行方(2) 

第 9 回：  同性同士の絆(1) 

第 10 回： 同性同士の絆(2) 

第 11 回： 同性同士の絆(3) 

第 12 回： ｢少女｣文化とグローバル化 

第 13 回： ｢少女｣文化とグローバル化 

第 14 回： ｢少女｣文化とグローバル化 

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業中に配布する文献リストに上げられた本や論文を読んでおくことが望ましい。 

評 価 方 法 

筆記試験(レポートに変更の可能性もあり)、および授業中に課すミニレポートや発表(不定期)による。 

テ キ ス ト 

適宜指示。 

その他 (受講上の注意) 

私語等、講義を妨害する学生には退出してもらう。単位を与えない場合もある。受講生の理解度等によっ

て、授業計画に変更を加える可能性があるので注意すること。 
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 比 較 文 化 研 究 担当教員  
やま  なか   ち    え 

山 中 千 恵 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

隣国（大韓民国）を通じて、グローバル化について考える。 

授 業 の 到 達 目 標 

 この授業では、知っていそうで知らない隣国（韓国）の歴史と、日本との関係について学ぶ。韓国について

の知識を深めるとともに、グローバル化が進む状況下で、文化を本質的にとらえるような「比較文化」が、いか

なる問題を抱えているのかについても考えていく。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義。グループワークや発表の時間も設ける。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  韓国という隣人 

第 2 回：  京城を歩く 

第 3 回：  朝鮮王朝時代へ 

第 4 回：  朝鮮戦争という悲劇 

第 5 回：  軍事独裁の影 

第 6 回：  漢河の奇跡、高度経済成長 

第 7 回：  金大中拉致事件と日本、アメリカ 

第 8 回：  光州事件とは 

第 9 回：  民主化という変化 

第 10 回： 分断の悲劇・北朝鮮の表象 

第 11 回： 韓国の女性たち 

第 12 回： 韓流・ポピュラー文化のパワー 

第 13 回： 環境へのまなざし 

第 14 回： 植民地遺産の観光化 

第 15 回： 日本から眺める 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業中に配布する文献リストに上げられた本や論文を読んでおくことが望ましい。 

評 価 方 法 

筆記試験(レポート試験のこともある)、および授業中に課すミニレポートや発表(不定期)による。 

テ キ ス ト 

適宜指示。 

その他 (受講上の注意) 

私語等、講義を妨害する学生には退出してもらう。単位を与えない場合もある。受講生の理解度等によっ

て、授業計画に変更を加える可能性があるので注意すること。 
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 言 語 心 理 学 担当教員  
すぎ  しま  いち   ろう 

杉 島 一 郎 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

人間がコミュニケーションや思考を行う際に用いる言語について心理学的観点から考察する。 

授 業 の 到 達 目 標 

我々は、コミュニケーションや記録のためだけでなく、思考や発想などさまざま目的で言語を用いている。こ

の言語というものを人間はどのように用い、受け取っているのだろうか。情報伝達という観点から、言語の利用

を科学的にとらえていく。そのため、計量的・数量的に言葉をとらえたり、｢理解｣という観点から、あるいは記憶

のしやすさといった認知的側面から言語を考えていく。この授業では、過去の知見を知識として得るのではな

く、さまざまな研究例や方法論を手がかりに、現在の我々をとりまく言語について考えることを目標とする。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、情報収集・探索能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

各授業ごとに、最初にテーマに沿った質問の答えを筆記し、講義を行い、終わりに感想や質問等を筆記。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  ことばとは何か？ 

第 2 回：  ｢わかりやすさ｣を考える 

第 3 回：  言語の有契性・恣意性 

第 4 回：  言語と記憶 

第 5 回：  言語処理とワーキングメモリ 1 

第 6 回：  言語処理とワーキングメモリ 2 

第 7 回：  言語と思考 

第 8 回：  言葉の習得(母語の獲得) 

第 9 回：  言葉の習得(第 2 言語習得) 

第 10 回： 言語理解 

第 11 回： ｢意味｣とは何か 

第 12 回： 意味理解のメカニズム 

第 13 回： 言外の意味 

第 14 回： ことばが失われた場合 

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業中に適宜次回の話題に関する資料を配布したり、参考文献等を示すので、受講前に予習しておくこ

と。また、小レポート等を課し、復習を進めていく。 

参考図書：浮田潤・賀集寛 共編 『現代心理学シリーズ 5 言語と記憶』 培風館 1997 年 

評 価 方 法 

期 末 テスト(記 述 式 、持 ち込 み不 可 )の成 績 (80％)と、授 業 中 に何 度 か指 示 する課 題 (20％)の成 績 をもと

に、( )内の割合に基づいて総合的に評価する。 

また、授業への出席を重視し、欠席数に応じて加減点する。 

テ キ ス ト 

テキストは使用しない。適宜資料を配布する。 

その他 (受講上の注意) 
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 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 別 演 習 Ⅰ a 担当教員  

金田･紺渡･ｽﾌﾟﾘﾁｬﾙ・八木･ 

大河･小林(大)･矢橋･加藤・ 

島岡･船山・山中･橋詰 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 演習 必修 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 特別演習・卒業研究  

 

サ ブ テ ー マ 

｢卒業研究｣に向けて、論文や作品を自分で作成していく手順の基礎を習得する。 

授 業 の 到 達 目 標 

1．最適なテーマを選定すること。 

2．演習での発表や討議を通じ、コミュニケーション能力を養う場とすること。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

全 15 回をゼミ単位で行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：   

第 2 回： 

第 3 回： 

第 4 回： 

第 5 回： 

第 6 回： 

第 7 回： 

第 8 回：       各ゼミごとに、進め方を決め、それに沿って取り組んでゆく。 

第 9 回： 

第 10 回： 

第 11 回： 

第 12 回： 

第 13 回： 

第 14 回： 

第 15 回： 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する。 

評 価 方 法 

基本的には、テーマ選定や進め方の巧拙、取り組み姿勢、構想の出来栄えなどを総合的に判断して決め

るが、詳細については各ゼミが決定する。 

テ キ ス ト 

必要に応じて指示する。 

その他 (受講上の注意) 
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 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 別 演 習 Ⅰ b 担当教員  

金田･紺渡･ｽﾌﾟﾘﾁｬﾙ・八木･ 

大河･小林(大)･矢橋･加藤・ 

島岡･船山・山中･橋詰 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 演習 必修 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 特別演習・卒業研究  

 

サ ブ テ ー マ 

｢卒業研究｣の研究内容に関する全体の構想を描き終え、具体的な研究に着手する。 

授 業 の 到 達 目 標 

1．テーマ選定から論文・作品の完成までの方法論について理解し、具体的な研究に着手すること。 

2．演習での発表や討議を通じ、更なるコミュニケーション能力を向上させる場とすること。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

全 15 回をゼミ単位で行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：   

第 2 回： 

第 3 回： 

第 4 回： 

第 5 回： 

第 6 回： 

第 7 回： 

第 8 回：       各ゼミごとに、進め方を決め、それに沿って取り組んでゆく。 

第 9 回： 

第 10 回： 

第 11 回： 

第 12 回： 

第 13 回： 

第 14 回： 

第 15 回： 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する。 

評 価 方 法 

基本的には、テーマ選定や進め方の巧拙、取り組み姿勢、構想の出来栄えなどを総合的に判断して決め

るが、詳細については各ゼミが決定する。 

テ キ ス ト 

必要に応じて指示する。 

その他 (受講上の注意) 
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 海 外 語 学 研 修 担当教員  ｽﾌﾟﾘﾁｬﾙ ﾓｰﾘｽ ﾙｲｽ 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

4 単位 2 年～4 年 演習 選択 

<科目区分>  人間学部学部共通科目 外国語科目  

 

サ ブ テ ー マ 

Eight-Week English Study Program at California State University, Fullerton 

授 業 の 到 達 目 標 

This course is designed to give participants a complete hands-on experience in all phases of planning 

and participating in an approximate eight-week English study program in the USA. Participants will be 

personally responsible for all procedures in securing the proper visa in order to study in the USA and for 

arranging their own transportation to the USA. Furthermore,they will arrange their own home-stay 

accommodations through the American Language Program (ALP) of California State University, Fullerton 

and be responsible for applying for admission to the intensive English study program of the ALP.  

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、計画実行能力、

選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

This program is scheduled to take place from early August through late September with the planning 

stages taking place from April through July. After returning from the USA、participants must submit 

records of attendance and grades for their studies at the ALP in order to be eligible to receive credits at 

Jin-ai University.  

授 業 の 計 画 

第 1 回： 

第 2 回： 

第 3 回：   Introduction to Goals of the Program

第 4 回：   Report on Previous Program 

第 5 回：   Eligibility Interviews 

第 6 回：    Meetings to Prepare Documents 

第 7 回：                   (Jin-ai University)

第 8 回：      

第 9 回：      

第 10 回： 

第 11 回： 

第 12 回： 

第 13 回：   Participation in the Program  

第 14 回：                     (ALP、 CSUF)

第 15 回： 

第 16 回： 

第 17 回： 

第 18 回： 

第 19 回： 

第 20 回： 

第 21 回： 

第 22 回：    Participation in the Program 

第 23 回：                    (ALP、 CSUF)

第 24 回：      

第 25 回： 

第 26 回： 

第 27 回： 

第 28 回： 

第 29 回：Submission of ALP Attendance & Grade 

Reports (Jin-ai University) 

第 30 回： Submission of Documents Requesting 

Credits (Jin-ai University) 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

Mandatory attendance at all meetings prior to departure to and after returning from the USA is required 

in order to successfully participate in the program. 

評 価 方 法 

A grade will be assigned mainly based on evaluation by the American Language Program of California 

State University, Fullerton. Participation in the planning stages and post-study activities at Jin-ai 

University will also be taken into consideration. 

テ キ ス ト 

To be selected by the American Language Program of California State University, Fullerton. 

その他 (受講上の注意) 

All applicants will be required to undergo a personal interview, and records of attendance in classes at 

Jin-ai University will also be examined to determine eligibility. All costs for the program are the sole 

responsibility of the participants.  Approximate costs and schedule for payment will be discussed at the 

initial meeting. The number of participants is limited due to a limited number of host families available. 
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フ ィ ー ル ド ワ ー ク 演 習 ( ボ ラ ン テ ィ ア ) 担当教員  
きん   だ   あき ひこ 

金 田 明 彦 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 1 年～4 年 演習 選択 

<科目区分>  人間学部学部共通科目 修学基礎・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ科目  

 

サ ブ テ ー マ 

学外でのフィールドワークを体験し、自己認識、自己啓発の機会とする。 

授 業 の 到 達 目 標 

学外 における自主 的な活動 や体験 をとおして、通常 の講義や演習 で得られない視 点や考 察点 を体得す

る。 

本科目では、｢ボランティア｣、｢イベント｣、｢コンペティション｣の 3 分野への参画体験演習を行い、以後の学

修・研究のための動機付けを得ること、また優れた社会人となるための自己認識、自己啓発の機会とすること

を目的とする。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態)・授業の計画 

〔授業の形態・授業の計画〕 

本プログラムには、学内外でのボランティア活動体験、社会的イベント・コンペティションなどへの参画体験

が含まれる。教室や研究室で学習や研究をするのではなく、実際に社会での直接的体験を通して、優れた社

会人となるための自己認識、自己啓発の機会とすることを目的とする。受講希望者は、担当教員に問い合わ

せること。 

※受講希望者には、｢実施計画書｣の提出および面談を行い、計画を認めたうえで実施する。 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

 

評 価 方 法 

計画への取り組み、事後のプレゼンテーションや報告書などを総合評価する。 

テ キ ス ト 

使用しない。 

その他 (受講上の注意) 

本科目の履修登録については、それぞれの担当教員がガイダンスなどを実施し、各プログラムの参加者を

もって受講者とするため、通常の受講登録手続きを要しない。 
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フ ィ ー ル ド ワ ー ク 演 習 ( 国 際 交 流 ) 担当教員  
か とう   ゆう こ 

ｽﾌﾟﾘﾁｬﾙ ﾓｰﾘｽ ﾙｲｽ･加藤 優子

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 1 年～4 年 演習 選択 

<科目区分>  人間学部学部共通科目 修学基礎・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ科目  

 

サ ブ テ ー マ 

学外でのフィールドワークを体験し、自己認識、自己啓発の機会とする。 

授 業 の 到 達 目 標 

学外 における自主 的な活動 や体験 をとおして、通常 の講義や演習 で得られない視 点や考 察点 を体得す

る。 

本科目では、原則として、カリフォルニア州立大学フラトン校における｢仁愛大学海外短期研修(2 週間プロ

グラム)｣への参画体験演習を行い、以後の学修・研究のための動機付けを得ること、また優れた社会人となる

ための自己認識、自己啓発の機会とすることを目的とする。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、計画実行能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態)・授業の計画 

〔授業の形態・授業の計画〕 

本プログラムは、原則として、カリフォルニア州立大学フラトン校における｢仁愛大学海外短期研修(2 週間

プログラム)｣の参加者を受講者として実施する。受講者への事前授業を 5 回程度行い、夏期休暇中に 2 週間

の短期留学を実施する。単なる研修にとどまらず、現地学生との交流会、観光などの企画実施を含み、以後

の学修・研究のための動機付けを得ることを目指す。 

なお、個人参加の海外留学および国内における外国人との国際交流などの企画体験等も対象とする場合

があるので、受講希望者は、担当教員に問い合わせること。 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

 

評 価 方 法 

事前ガイダンスへの取り組み、現地評価、事後のプレゼンテーションや課題レポートなどを総合評価する。 

テ キ ス ト 

テキストは使用しない。 

その他 (受講上の注意) 

本科目の履修登録については、それぞれの担当教員がガイダンスなどを実施し、各プログラムの参加者を

もって受講者とするため、通常の受講登録手続きを要しない。 
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 心 理 学 特 別 演 習 Ⅱ 担当教員  

赤澤･荒川・西村･早川･三脇･

吉田･大森･水田・森・山本･ 

片畑･鎌田･久保・水上 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

4 単位 4 年通年 演習 必修 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 特別演習・卒業研究  

 

サ ブ テ ー マ 

卒業研究につなげる。 

授 業 の 到 達 目 標 

専門的知識をふまえて卒業研究を計画し、その意義を明確にする。また、成果をまとめることを学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

文献研究や研究発表、ディスカッションなど、さまざまな形式が含まれる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回： 

第 2 回： 

第 3 回： 

第 4 回： 

第 5 回： 

第 6 回： 

第 7 回： 

第 8 回：     各ゼミの進め方に沿って 

第 9 回：     取り組んでいく 

第 10 回： 

第 11 回： 

第 12 回： 

第 13 回： 

第 14 回： 

第 15 回： 

第 16 回: 

第 17 回： 

第 18 回： 

第 19 回： 

第 20 回： 

第 21 回： 

第 22 回： 

第 23 回：     各ゼミの進め方に沿って 

第 24 回：     取り組んでいく 

第 25 回： 

第 26 回： 

第 27 回： 

第 28 回： 

第 29 回： 

第 30 回：   

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に適宜紹介される。 

評 価 方 法 

出席および演習への参加状況やその内容などによる総合評価 

テ キ ス ト 

担当教員から指示される。 

その他 (受講上の注意) 
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 卒 業 研 究 担当教員  

赤澤･荒川・西村･早川･三脇･

吉田･大森･水田・森・山本･ 

片畑･鎌田･久保・水上 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

6 単位 4 年通年 演習 必修 

<科目区分>  人間学部心理学科専門科目 応用科目 特別演習・卒業研究  

 

サ ブ テ ー マ 

研究を行って論文にまとめる。 

授 業 の 到 達 目 標 

研究テーマを決め、担当教員の指導を受けながら、研究を進めて卒業論文を仕上げる。４年間の総まとめ

として、全力で取り組む。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

個別指導やゼミ形式など、指導形態は、担当教員によって異なる。 

授 業 の 計 画 

担当教員の指導に従って取り組んでいく。 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

担当教員から適宜紹介される。 

評 価 方 法 

卒業論文および口頭試問をもって行われる審査 

テ キ ス ト 

担当教員から指示される。 

その他 (受講上の注意) 
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 デ ザ イ ン 運 用 論 担当教員  
やま   もと たけし 

山 本 猛 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 4 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 企画･表現系  

 

サ ブ テ ー マ 

規則にしばられながら、如何にして規則を脱け出していくのか。 

授 業 の 到 達 目 標 

デザインとは、生活の新しい素敵・感動を発見し、それを具体的な表現として生活の中に届けていく創造的

な活動であるといえるでしょう。最も大切なことは、生活の場で共感を持って受け入れられ、実際に活かされて

こそ、デザインの真の価値が発揮されるということです。その為には、私達が｢生活者たる生身の人間｣として、

生活への豊かな想像力を身につけていなければなりません。既成概念の世界から脱出することです。事例研

究をまじえながら、ライフ・デザイン・マーケティングの基本となる手法・手順を体系的に学習します。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、役割把握・認識能力、計画実行能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

事例研究をもとにディスカッションを中心にします。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  コミュニケーション・デザインの基本構造 

第 2 回：  ライフ・デザイン・マーケティングの考え方とすすめ方 

第 3 回：  生活者発想という視点の持ち方 

第 4 回：  生活者発想のマーケティングとデザイン 

第 5 回：  想像力から創造力へ① 

第 6 回：  想像力から創造力へ② 

第 7 回：  事例研究(1)飲料のマーケティングとデザイン 

第 8 回：  事例研究(2)自動車のマーケティングとデザイン 

第 9 回：  コミュニケーション・システムとライフ・デザインマーケティング（テーマの発見を中心に） 

第 10 回： コミュニケーション・システムとライフ・デザインマーケティング（プランニングを中心に） 

第 11 回： チーム別課題制作 

第 12 回： チーム別課題制作 

第 13 回： チーム別課題制作 

第 14 回： チーム別課題制作 

第 15 回： チーム別課題制作 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

予 習 ・復 習 は、講 義 のなかで取 り上 げた事 例 を実 生 活 のなかで実 践 し、問 題 点 やアイデアをノートにまと

め、次回の授業時に生かせるようにしてください。 

参考図書： 

マイク・ヴァンス＆ダイアン・ディーコン著 『ディズニーウェイ大突破力』 株式会社ココロ 

評 価 方 法 

進行過程におけるレポート及び課題提出と総合的評価 

テ キ ス ト 

 

その他 (受講上の注意) 

ステレオタイプ発想を打ち破る。ソフト思考を期待します。又、連続性のあるテーマなので出席を心がけてく

ださい。 
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 英 語 学 研 究 Ⅱ （談話分析） 担当教員  
や    はし   ち    え 

矢 橋 知 枝 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期・4 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

英語における談話分析 

授 業 の 到 達 目 標 

英語の構造を談話分析的手法を用いて理解する。ひいては自らの談話形成能力の向上、すなわちコミュ

ニケーション能力の向上につながることを期待する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、役割把握・認識能力、計画実行能力、

選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義および演習 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  談話分析入門① 

第 3 回：  談話分析入門②    

第 4 回：  談話分析入門③        

第 5 回：  談話分析入門④ 

第 6 回：  会話分析①       

第 7 回：  会話分析② 

第 8 回：  会話分析③ 

第 9 回：  会話分析④ 

第 10 回： テクスト分析① 

第 11 回： テクスト分析② 

第 12 回： テクスト分析③ 

第 13 回： テクスト分析④ 

第 14 回： 文学的談話分析① 

第 15 回： 文学的談話分析② 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

マルコム･クルタード（吉村昭市他訳） 『談話分析を学ぶ人の為に』 （世界思想社・1999）および 

仁愛大学コミュニケーション学科編 『コミュニケーションをデザインする』 （行路社・2003） 

評 価 方 法 

定期レポート 50%、小レポート・授業発表・授業貢献 35%、出席率 15% 

テ キ ス ト 

テキストは使用せず、適宜ハンドアウトを配布する。 

その他 (受講上の注意) 

出席・授業への貢献とともに、授業外での予習・復習を重視する。また、遅刻 3 回で欠席 1 回分とみなす。
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 英 米 文 学 研 究 ｂ 担当教員  
むら  かみ  よう   すけ 

村 上 陽 介 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 4 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

時代背景としての都市化・工業化の歴史的意義 

授 業 の 到 達 目 標 

20 世紀初頭の代表的アメリカ文学作品の一つをさまざまな角度から読み解くことにより、異文化理解への

積極的な態度を養うとともに、内容と形式の両面において文学作品を能動的に鑑賞する力を習得してもらうこ

とを目的とする。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

テキストの読解およびテキストの内容に関するディスカッション 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  "The Book of the Grotesque" 

第 2 回：  "Hands"  

第 3 回：  "The Paper Pills" 

第 4 回：  "Mother" (1) 

第 5 回：  "Mother" (2) 

第 6 回：  "The Philosopher" 

第 7 回：  "Nobody Knows" 

第 8 回：  "Adventure" 

第 9 回：  "The Strength of God" 

第 10 回： "The Teacher" 

第 11 回： "The Loneliness" 

第 12 回： "An Awakening" 

第 13 回： "Death" 

第 14 回： "Sophistication" 

第 15 回： "Departure" 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

毎回、授業開始時に、当該の授業で読むストーリーの内容に関する 5 分程度の小テストを行うので、周到

に準備してから授業に参加すること。 

評 価 方 法 

定期テスト(50%)、小テスト (30%)、授業でのパフォーマンス (20%) 

テ キ ス ト 

Sherwood Anderson, Winesburg, Ohio, Penguin, 1992 

その他 (受講上の注意) 

毎回の授業時に少なくとも 1 回はなんらかの有意味な発言（質問・コメントなど）を自発的に行うことを受講

を継続するための条件とするので、ぜひ積極的に取り組んでほしい。 
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 ビ ジ ネ ス 英 語 研 究 ｂ 担当教員  
さわ  ざき   とし  ふみ 

澤 崎 敏 文 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 4 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ系  

 

サ ブ テ ー マ 

Business Interactions / Doing Business in English 

授 業 の 到 達 目 標 

英 語 は、それを母 国 語 とする国 々だけでなく、国 際 的 なビジネス共 通 語 として欠 かせない言 語 となってい

る。ビジネスにおける世界共通語としての英語を、英語 I、英語 II で学習してきた四技能を活用し、マーケティ

ング、プレゼンテーション、ネゴシエーション等ビジネスの基礎を英語を通して学習することで、実践的なビジネ

ス英語の基礎を学ぶことを目標とする。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

ペア、グループなど多 様 な学 習 形 態 を取 り入 れて、ビジネス(経 営 、SWOT 分 析 、Positioning 分 析 、

Marketing Mix 等のマーケティング)について英語で学ぶスタイルをとる。LMS やインターネット等を授業教材と

して活用し、学生主体の活動を中心に行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Introduction / Business English 

第 2 回：  Chapter 6: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 3 回：  Chapter 6: Role playing & Short Presentation 

第 4 回：  Chapter 7: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 5 回：  Chapter 7: Role playing & Short Presentation 

第 6 回：  Chapter 8: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 7 回：  Chapter 8: Role playing & Short Presentation 

第 8 回：  Review 

第 9 回：  Chapter 9: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 10 回： Chapter 9: Role playing & Short Presentation 

第 11 回： Chapter 10: Phrases for Discussion / Controlled Practice 

第 12 回： Chapter 10: Role playing & Short Presentation  

第 13 回： Review 

第 14 回： Discussion for Business Presentation  

第 15 回： Business Presentation 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

必要に応じて授業内で指示します。 

評 価 方 法 

授業への積極的参加および発表内容(25%)、課題および毎回の小テスト(75%)を総合して評価する。 

テ キ ス ト 

『Moving ahead in the 21st Century: 12 Forward-looking Companies』 松柏社 2009 年 

その他 (受講上の注意) 

初回の授業時に、詳細なシラバスの配布、授業計画の説明を行う予定。 

４年生対象。受講にあたり、「ビジネス英語研究 a」を受講している方が望ましいが、必須ではない。 
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 現 代 社 会 特 論 Ⅰ 担当教員  
や    ぎ   ひで   お 

八 木 秀 夫 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 4 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

世代と現代社会 

授 業 の 到 達 目 標 

日本社会は、戦後の社会変革によって権威主義・軍国主義的国家から民主的平和国家に大きく変化し

た。その後全く異なる国家理念のもとで育った人たちが共存するという状態が長く続いてきた。急速な経済的

発展のもとで、経済的社会的環境が全く異なる状況で育った人たちが共存してきた。さらには、現在、グロー

バリゼーションと情報化社会の中で、それまでとは違った経済的社会的状況が生まれてきている。様々な経済

的社会的文化的状況の中で育った世代が共存しているのが現代の状況である。戦後から現代における世代

を研究することで、現代社会の特徴や問題点を探り、より客観的な社会認識を養うのがこの授業の目標であ

る。  

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

自他の理解能力、社会・職業理解能力、役割把握・認識能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義形式で行うが、途中講義の理解度をチェックするために小試験やレポートを課す場合がある。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  世代論の特徴 

第 2 回：  日本社会と世代論 

第 3 回：  日本の戦前と戦後 敗戦と米国文化 

第 4 回：  日本の戦前と戦後 戦後改革 

第 5 回：  日本の戦前と戦後 家族システム変化 

第 6 回：  日本の戦前と戦後 企業システムの変化 

第 7 回：  米国の世代 GI ジェネレーション、サイレントジェネレーション 

第 8 回：  米国の世代 ブーマー 

第 9 回：  米国の世代 ジェネレーション X、  

第 10 回： 米国の世代 ジェネレーション Y 

第 11 回： 日本の世代 明治・大正・昭和ひとけた 

第 12 回： 日本の世代 ベビーブーマー 

第 13 回： 日本の世代 ｢新人類｣  

第 14 回： 日本の世代 デジタル世代 

第 15 回： おわりに 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書は授業中に紹介する。なお、授業中に配布するプリントを読んでおくこと。 

評 価 方 法 

授業中に行う小試験と最終レポートの総合点 

テ キ ス ト 

使用しない。 

その他 (受講上の注意) 
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 現 代 社 会 特 論 Ⅱ 担当教員  
しま   おか はじめ 

島 岡 哉 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 4 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 現代社会系  

 

サ ブ テ ー マ 

論文作成のための実践的論理学 

授 業 の 到 達 目 標 

本学科の卒業論文執筆をにらみ、現代社会を分析、考察、記述するための論理的表現及び論理的思考

力を、さまざまな事例をもとに検証する実践的な論理学講義である。論文作成の際には、着想は面白いがそ

れをどのように論証し、表現し、検証するのかについては、教員の私でも常に悩む点である。そこで、多様な領

域の論文（先行研究）を読み解きながら現代社会分析を深めるとともに、論文の構成にかかわる表現、論理、

分析、データ解析の方法を、論理学に基づきながら学ぶ。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 

役割把握・認識能力、計画実行能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

各回の講義において、論文を用い、論理の理解を確認する。次に、事例への適用を確かめる。これらは、リ

アクション・ペーパーを用いて講義中に実践的に行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  主体、客体、対象化 

第 2 回：  目的と手段、因果関係 

第 3 回：  上位―下位概念、価値判断排除 

第 4 回：  意識と無意識、部分と全体 

第 5 回：  接続関係と構造 

第 6 回：  議論の組み立て 

第 7 回：  論証の構造と評価 

第 8 回：  演繹と推測、価値評価 

第 9 回：  否定、条件構造 

第 10 回： 推論の技術、包含関係 

第 11 回： 論証構造及び表現のチェック 

第 12 回： 先行研究の論理と自説の展開の整合性のチェック 

第 13 回： 批判的に読む①――卒業論文口頭試問に向けて 

第 14 回： 批判的に読む①――卒業論文口頭試問に向けて 

第 15 回： 論理学的思考を日常生活に生かすには――社会人としての第 1 歩を踏み出すにあたって 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

常に論文への応用を考えること。講義内容の復習→論文への応用可能性の検討→講義→さらに論文へ

の応用可能性の検討。この作業の繰り返しにより、良質な論文を執筆できることを期待する。 

評 価 方 法 

授業中に求めるリアクション・ペーパー60％、学期末レポート 40％ 

テ キ ス ト 

なし。参考図書等は授業中に指示する。 

その他 (受講上の注意) 
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 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 別 演 習 Ⅱ 担当教員  

金田･紺渡･ｽﾌﾟﾘﾁｬﾙ・八木･ 

大河･小林(大)･杉島・矢橋・ 

山田・島岡・山中･冨永･橋詰・

吉村 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

4 単位 4 年通年 演習 必修 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 特別演習・卒業研究  

 

サ ブ テ ー マ 

卒業研究セミナー 

授 業 の 到 達 目 標 

コミュニケーション特別演習Ⅰにおける学習に基づき、各自が関心を持つテーマについて研究課題を設定

し、研究計画を立て、研究を進める。研究課題はコミュニケーションについての理論的研究、実証的研究、開

発的研究に関するものとする。この演習を通してコミュニケーションに関する研究方法を習得すると同時に、卒

業研究へとつなげていく。以上の研究は、ゼミによりグループによるコラボレーションでもよいこととする。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

指導教員の指導を受けながら、原則として学生が主体的に進める。研究の進捗状況を報告し、互いに批

判・検討し合う。授業は原則 として毎週決 められた時間帯に行うが、随時、まとまった時間をとって集中的に

行うこともある。 

授 業 の 計 画 

第 1 回： 年度当初に指導教員と協議の上、 

具体的な計画を立てる。 

第 2 回： 

第 3 回： 

第 4 回： 

第 5 回： 

第 6 回： 

第 7 回： 

第 8 回： 

第 9 回： 

第 10 回： 

第 11 回： 

第 12 回： 

第 13 回： 

第 14 回： 

第 15 回： 

第 16 回: 

第 17 回： 

第 18 回： 

第 19 回： 

第 20 回： 

第 21 回： 

第 22 回： 

第 23 回： 

第 24 回： 

第 25 回： 

第 26 回： 

第 27 回： 

第 28 回： 

第 29 回： 

第 30 回：   

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に指示する。 

評 価 方 法 

研究への取り組み、グループ研究への貢献度、授業参加の状況、課題・提出物の出来具合などを総合し

て評価する。 

テ キ ス ト 

指導教員と協議の上決定する。 

その他 (受講上の注意) 
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 卒 業 研 究 担当教員  

金田･紺渡･ｽﾌﾟﾘﾁｬﾙ・八木･ 

大河･小林(大)･杉島・矢橋・ 

山田・島岡・山中･冨永･橋詰・

吉村 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

6 単位 4 年通年 演習 必修 

<科目区分>  人間学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科専門科目 応用科目 特別演習・卒業研究  

 

サ ブ テ ー マ 

学生各自ないしグループごとに決めたテーマについて研究する。 

授 業 の 到 達 目 標 

3 年生までにおける学修・研究の成果を踏まえ、4 年時の当初に指導教員と協議の上、研究課題を選ぶ。

課題はコミュニケーションについての理論的研究、実証的研究、開発的研究に関するものとする。コミュニケー

ション特別演習Ⅱなどを通して指導を受けながら研究を進め、指定の期日までに論文、企画書あるいは報告

書を伴った作品、のいずれか提出する。以上の研究はゼミにより、グループによるコラボレーションでもよいこと

とする。ただし、研究成果については個人で取り組んだものを各自提出する。 

身につけることを目指す社会的・職業的能力 
自他の理解能力、コミュニケーション能力、情報収集・探索能力、社会・職業理解能力、 

役割把握・認識能力、計画実行能力、選択能力、課題解決能力 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

学生の主体的な活動であり、原則として定期的な授業は行わない。 

授 業 の 計 画 

 

年度当初に指導教員と協議の上、具体的な研究計画を立てる。随時進捗状況を報告し指導を受ける。 

なお、平成 22 年度における日程(予定)は以下の通り。 

 

・5 月 下旬:｢テーマ(題目)｣および｢研究計画｣提出 

・12 月下旬:｢論文・成果物(作品など)｣提出 

・1 月 下旬:｢発表会または口頭試問｣による審査 

 

 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

担当教員から適宜紹介される。 

評 価 方 法 

規定に従って論文・作品の審査及び口頭試問を受ける。 

テ キ ス ト 

担当教員から適宜紹介される。 

その他 (受講上の注意) 
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Ⅴ．特設科目 
 
 
 
     ＜教職に関する専門科目＞ 
 
     ＜日本語教員養成に関する科目＞ 
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 教 職 論 担当教員  
たか  の   ひで  はる 

高 野 秀 晴 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 2 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

１、良い教師とは？ ２、教員を取り巻く制度について。 

授 業 の 到 達 目 標 

この授業の目標は三つある。一つ目は、教員とは、どのような役割を期待され、どのような環境で、どのような

仕事をしているかについて、主に法的、制度的な見地から理解を深めることである。二つ目は、今日、教員に

期待される役割が、いかなる歴史的変遷を経て求められるようになったのかを概観することにより、現代におけ

る教職の社会的意義に対する自覚を深めることである。三つ目は、如上の理解と自覚をふまえ、受講生各自

がよりよい教員になるためには、今、何をすべきかを全員で議論することにより、教職を目指す各自が、自身を

反省的にとらえ直そうとする姿勢を身につけることである。  

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義を主とするが、意見を書いてもらう機会やディスカッションの機会をできる限り取り入れる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  どのような教師が理想かについて考える（１） 

第 3 回：  どのような教師が理想かについて考える（２） 

第 4 回：  どうすれば理想の教師になれるかについて考える 

第 5 回：  教員養成制度について 

第 6 回：  教員養成の歴史 

第 7 回：  これまでのまとめとディスカッション 

第 8 回：  教員を取り巻く法律、制度（１）―身分と服務― 

第 9 回：  教員を取り巻く法律、制度（２）―研修とは何か― 

第 10 回： 教員を取り巻く法律、制度（３）―歴史的変遷について― 

第 11 回： 教師像の諸相―聖職者、労働者、専門家― 

第 12 回： 教員に求められる専門性とは何か 

第 13 回： これまでのまとめとディスカッション 

第 14 回： 改めて、どのような教師が理想かについて考える 

第 15 回： 授業の総括 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

「教職課程は何のためにあるのか？」という問いを常に抱きながら受講してもらえればと思います。 

参考図書は授業時に紹介します。 

評 価 方 法 

定期試験 50％ 授業の理解度を評価する。 

レポート 25％ 自分の意見を説得的かつ論理的に構成できているかどうかを評価する。 

平常点 25％ 出席率と授業時の課題をもとに評価する。 

テ キ ス ト 

テキストとしては使用しないが、教員の法的位置付けについて理解を深めるために、『解説 教育六法』（三

省堂）を適宜参照して欲しい。 

その他 (受講上の注意) 
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 教 育 原 理 担当教員  
たか  の   ひで  はる 

高 野 秀 晴 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 1 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

学校とは何か？ 

授 業 の 到 達 目 標 

教育について、受講生各自にとって身近と思われるトピックを取り上げ、それらについて概説する。私たちは

誰もが教育なるものを受けた経験があるので、その経験を頼りに教育について考えていくことができる。だが、

経験に頼るあまり、ともすれば自身の経験が他人にもあてはまるものと思い込んでしまいがちである。したがっ

て、必要なのは、各自の経 験を反省 的、多角的にとらえ直す姿勢と力量である。この授業の目標 は、この姿

勢と力量を身につけることである。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義を主とするが、自身の経験を反省的、多角的にとらえなおす機会として、意見を書いてもらったり、ディ

スカッションをしてもらう予定である。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  「教育」と「学校」の語源・起源 

第 3 回：  学校の歴史 

第 4 回：  義務教育について 

第 5 回：  教育思想史（１） 古代ギリシア 

第 6 回：  教育思想史（２） 中世～近世ヨーロッパ 

第 7 回：  教育思想史（３） 啓蒙主義と近代教育学の成立  

第 8 回：  これまでのまとめとディスカッション 

第 9 回：  学校外における教育（１） 家族の歴史的変遷と親子関係 

第 10 回： 子どもとは何者なのか 子ども観の歴史的変遷 

第 11 回： 教師とは何者なのか 師弟関係の歴史的変遷 

第 12 回： 教育思想史（４） 新教育運動 

第 13 回： 学校外における教育（２） なぜ生涯学習ということが言われているのか 

第 14 回： 現代教育の目的と意義 

第 15 回： 授業のまとめ 近代教育とは何か 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

授業時に紹介する参考文献を最低１冊は読破するつもりで臨んでいただければと思います。 

評 価 方 法 

定期試験 50％ 授業の理解度を評価する。 

レポート 20％ 自分の意見を論理的かつ積極的に表現できているかを評価する。 

平常点 30％ 出席率と授業時の課題への取り組みをもとに評価する。 

テ キ ス ト 

プリントを配布する。 

その他 (受講上の注意) 
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 教 育 心 理 学 担当教員  
おお  の    ぎ   ひろ  あき 

大 野 木 裕 明 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 2 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

栄養教諭(健康栄養学科対象）と中・高校教諭（コミュニケーション学科対象）の教員免許取得に関する科

目として 

授 業 の 到 達 目 標 

教育心理学は教育の対象となる子供たちの心や行動を理解するための学問である。子どもたちを理解し、

より効果的な教育を行うため、人間の発達や学習、障害の基礎と応用を学ぶ。そのため、学習のメカニズムや

発達過程、障害の理解と対応について詳しく講義を進める。また、子供たち一人一人の個性に対応した教育

のために、人格や適応、測定・評価などについて理解を深めることを目標とする。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

テキストに従って講義形式で行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  全体の授業計画、成績評価のこと、教育心理学および発達心理学の歴史 

第 2 回：  生涯発達と個人発達 

第 3 回：  胎児期から乳児期へ 

第 4 回：  乳幼児期の発達 

第 5 回：  幼児期 

第 6 回：  児童期 

第 7 回：  ここまでのまとめと進度の調整 

第 8 回：  幼児・児童の発達の障害 

第 9 回：  青年期前期 

第 10 回： 青年期後期から成人前期へ 

第 11 回： 青年期以降の病理と適応障害 

第 12 回： ここまでのまとめと進度の調整 

第 13 回： さまざまな授業の方法：教授法、指導法 

第 14 回： 学校と異文化間教育 

第 15 回： 特別な教育的ニーズをもつ子どもへの支援 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考書類は授業の中でその都度紹介する。 

評 価 方 法 

授業期間中に指示する 2 本のレポート(25 点×2 本＝50 点)、および小テスト(25 点×２回＝50 点）の合計

100 点。 

テ キ ス ト 

宮川充司ほか（編） 『子どもの発達と学校』 ナカニシヤ出版 2010 年 

ISBN978-4-７７９５－０４７０９ 2300 円＋税 

その他 (受講上の注意) 
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 教 育 課 程 ・ 特 別 活 動 論 担当教員  
たか  の   ひで  はる 

高 野 秀 晴 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 2 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

学習指導要領を読む。 

授 業 の 到 達 目 標 

教育課程とは、学習指導要領によって示される基準にもとづいて、各学校が編成する教育計画のことであ

る。その計画には、各教科の授業計画だけではなく、教科外の活動(特別活動、総合的な学習の時間、など)

の計画も含まれる。また、近年では、この計画をよりよいものにするべく、評価、改善していくプロセスも教育課

程 編 成 の一 環 とみなされつつある。以 上 をふまえて、この授 業 では、①学 習 指 導 要 領 について、②特 別 活

動、総合的な学習の時間について、③様々な教育評価について、の三つのテーマを取り上げ、教育課程に

ついての理解を深めることを目標とする。  

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

主に講義形式で進めるが、必要に応じて、ディスカッションの機会も設けたい。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 教育課程とは何か 

第 2 回：  教育課程編成の手順 

第 3 回：  学習指導要領の歴史的変遷（１） 1940 年代後半 

第 4 回：  学習指導要領の歴史的変遷（２） 1950～60 年代 

第 5 回：  学習指導要領の歴史的変遷（３） 1970 年代以降 

第 6 回：  新しい学習指導要領について（１） 改訂までの動向 

第 7 回：  新しい学習指導要領について（２） その特徴を検討する 

第 8 回：  特別活動とは何か その歴史的変遷 

第 9 回：  特別活動の内容 

第 10 回： 特別活動の実践例  

第 11 回： 特別活動の教育的意義 

第 12 回： 総合的な学習の時間について 意義と課題 

第 13 回： 総合的な学習の時間の実践例 

第 14 回： 教育評価について 何のための評価なのか 

第 15 回： 様々な教育評価について 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

学習指導要領を繰り返し読み直すようにしてください。 

評 価 方 法 

定期試験 80％(授業の理解度を評価する。) 

平常点 20％(出席率および授業時の課題への取り組みをもとに評価する。) 

テ キ ス ト 

プリントを配布する。 

その他 (受講上の注意) 
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 英 語 科 教 育 法 Ⅰ 担当教員  
やま   だ   はる  み 

山 田 晴 美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 2 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

Study of language acquisition theories and foreign language teaching methodologies 

授 業 の 到 達 目 標 

1. To study the purposes of English language teaching 

2. To study second language acquisition theories 

3. To study foreign language teaching methodologies and approaches 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

There will be lectures and discussion. Students will be asked to speak about their own language learning 

experiences and express their opinions. 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Introduction, World English 

第 2 回：  Second Language Acquisition 1 

第 3 回：  Second Language Acquisition 2 

第 4 回：  Second Language Acquisition 3 

第 5 回：  Foreign Language Teaching Methodology 1 

第 6 回：  Foreign Language Teaching Methodology 2  

第 7 回：  Foreign Language Teaching Methodology 3 

第 8 回：  Course of Study 1 

第 9 回：  Course of Study 2 

第 10 回： Teaching language elements 1 

第 11 回： Teaching language elements 2 

第 12 回： Teaching language elements 3 

第 13 回： Teaching four skills 1 

第 14 回： Teaching four skills 2 

第 15 回： Review 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

1. Work on assignments seriously, so that you can think about and understand the issues involved in 

language acquisition and language learning more deeply.  

2. 参考図書： 羽藤由美著 『英語を学ぶ人・教える人のために』 世界思想社 2006 

評 価 方 法 

1. Classroom activities and assignments 50% 

2. Examination 50% 

テ キ ス ト 

(1) 岡 秀夫 編著 『グローバル時代の英語教育-新しい英語科教育法-』 成美堂 2011 年  

(2) Jeremy Harmer, The Practice of English Language Teaching, Longman, 2007 

その他 (受講上の注意) 

1. Attendance and active participation are very important. 

2. Students are expected to be highly motivated to study English and English teaching methodologies so 

that they can be good English teachers in the future. 
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 英 語 科 教 育 法 Ⅱ 担当教員  
やま  だ  はる   み 

山 田 晴 美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 2 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

Studying how to teach, how to plan lessons, and how to develop as an English teacher 

授 業 の 到 達 目 標 

1. To learn how to plan lessons. 

2. To study about language assessment. 

3. To study about teacher development. 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

There will be lectures and discussions. Students will develop language teaching materials and plan 

lessons based on the theories they learned in the English Teaching Methodology I. 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  Teaching Procedure 1 

第 2 回：  Teaching Procedure 2 

第 3 回：  Teaching Procedure 3 

第 4 回：  Teaching Materials 1 

第 5 回：  Teaching Materials 2  

第 6 回：  Teaching Materials 3 

第 7 回：  Assessment 1 

第 8 回：  Assessment 2 

第 9 回：  Assessment 3 

第 10 回： Language Learners 1 

第 11 回： Language Learners 2 

第 12 回： Language Learners 3 

第 13 回： Teacher Training 1 

第 14 回： Teacher Training 2 

第 15 回： Review 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

1. Work on assignments seriously, so that you can think about and understand the issues involved in 

language learning and teaching more deeply.  

2. 参考図書: 村野井仁 著 『第二言語習得研究から見た効果的な英語学習法・指導法』 大修館書店 

2006 年 

評 価 方 法 

1. Classroom activities 30% 

2. Assignments and assessment essay 70% 

テ キ ス ト 

(1) 岡 秀夫 編著 『グローバル時代の英語教育-新しい英語科教育法-』 成美堂 2011 年  

(2) Jeremy Harmer, The Practice of English Language Teaching, Longman, 2007 

その他 (受講上の注意) 

1. Attendance and active participation are very important. 

2. Students are expected to be highly motivated to study English and English teaching methodologies so 

that they can be good English teachers in the future. 
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 英 語 科 教 育 法 III 担当教員  
こん    ど   ひろ  ゆき 

紺 渡 弘 幸 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

授業設計と教授スキルの習得 

授 業 の 到 達 目 標 

英語の授業を行う際によりどころとなる教授理論について理解を深めるとともに、具体的な指導事例の検討

を通して効果的な指導法を学ぶ。さらに、個別に学習指導案を作成し、模擬授業を実施する機会を持つ。模

擬授業の検討・評価を通して、実践的な指導力を身につけ、教育実習への準備とする。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義形式を基本としながらも、模擬授業等の演習も取り入れて行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  授業準備、教室英語、模擬授業の準備(1) 

第 2 回：  指導案の作成、模擬授業の準備(2) 

第 3 回：  授業案(1) - 中学校編、模擬授業の準備(3) 

第 4 回：  授業案(2) - 高等学校編、模擬授業の準備(4) 

第 5 回：  授業の工夫(1) - Warm-up と Review、模擬授業の準備(5) 

第 6 回：  授業の工夫(2) - 文法・文型の導入、模擬授業、検討と評価(1) 

第 7 回：  授業の工夫(3) - 文法・文型の練習と発展活動、模擬授業、検討と評価(2) 

第 8 回：  授業の工夫(4) - 語彙の導入と指導、模擬授業、検討と評価(3) 

第 9 回：  授業の工夫(5) - 本文の読解指導、模擬授業のまとめ 

第 10 回： 教育機器等の活用、模擬授業、検討と評価(4) 

第 11 回： 教室管理、模擬授業、検討と評価(5) 

第 12 回： Team Teaching、模擬授業、検討と評価(6) 

第 13 回： 授業の評価と実習のまとめ、模擬授業、検討と評価(7) 

第 14 回： 観察参加、模擬授業、検討と評価(8) 

第 15 回： 教育実習に臨んで、模擬授業のまとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書： 

大下邦幸編著 『コミュニカティブ・クラスのすすめ』 東京書籍 2009 年 

評 価 方 法 

授業への積極的参加、模擬授業、課題、試験などを総合して評価する。 

テ キ ス ト 

(1) 米山朝二、杉山敏、多田茂著 『英語科教育実習ハンドブック (改訂版)』  大修館書店 2008 年 

(2) 白畑知彦他著 『英語教育用語事典』 大修館書店 2009 年 

その他 (受講上の注意) 

出欠および授業への積極的 な参加を重要 視する。主体 的な学習を通 して、教師に必要な指導力 を身 に

つけることを期待する。 

 

― 225 ―



- 223 - 

 英 語 科 教 育 法 ＩＶ 担当教員  
こん   ど   ひろ  ゆき 

紺 渡 弘 幸 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

コミュニケーション能力を高める授業の理論とスキルの習得 

授 業 の 到 達 目 標 

コミュニケーション能力を高める英語の授業を行うために必要な理論について理解を深めるとともに、具体

的な指導事例の検討を通して効果的な指導法を学ぶ。さらに、個別に学習指導案を作成し、模擬授業を実

施する機会を持つ。模擬授業の検討・評価を通して、実践的な指導力を身につけ、教育実習への準備とす

る。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義形式を基本としながらも、模擬授業等の演習も取り入れて行う。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  コミュニケーション能力の養成と問題点(1) 模擬授業の準備(1) 

第 2 回：  コミュニケーション能力の養成と問題点(2) 模擬授業の準備(2) 

第 3 回：  コミュニケーション能力の養成と問題点(3) 模擬授業の準備(3) 

第 4 回：  コミュニケーション能力を高める授業(1) 模擬授業の準備(4) 

第 5 回：  コミュニケーション能力を高める授業(2) 模擬授業の準備(5) 

第 6 回：  コミュニケーション能力を高める授業(3) 模擬授業、検討と評価(1) 

第 7 回：  学習者の主体性(1) 模擬授業、検討と評価(2) 

第 8 回：  学習者の主体性(2) 模擬授業、検討と評価(3) 

第 9 回：  中間のまとめ 模擬授業のまとめ(1) 

第 10 回： コミュニケーション能力を高める指導技術(1) 模擬授業、検討と評価(4) 

第 11 回： コミュニケーション能力を高める指導技術(2) 模擬授業、検討と評価(5) 

第 12 回： コミュニケーション能力を高める指導技術(3) 模擬授業、検討と評価(6) 

第 13 回： コミュニケーション能力を高める指導技術(4) 模擬授業、検討と評価(7) 

第 14 回： コミュニケーション能力を高める指導技術(5) 模擬授業、検討と評価(8) 

第 15 回： まとめ 模擬授業の準備(1) 模擬授業のまとめ(2) 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

参考図書： 

(1) 米山朝二著 『英語教育指導法事典』 研究社 

(2) H. Douglous Brown., TEACHING BY PRINCIPLES, Longman 

評 価 方 法 

授業への積極的参加、模擬授業、課題、試験などを総合して評価する。 

テ キ ス ト 

大下邦幸編著 『コミュニカティブ・クラスのすすめ』 東京書籍 2009 年 

その他 (受講上の注意) 

出欠および授業への積極的 な参加を重要 視する。主体 的な学習を通 して、教師に必要な指導力 を身 に

つけることを期待する。 
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 道 徳 教 育 の 理 論 と 方 法 担当教員  
たか  の   ひで  はる 

高 野 秀 晴 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

「道徳を教える」とは？ 

授 業 の 到 達 目 標 

この授業の目標は三つある。現在、学校においていかに道徳を取上げるかが大きな問題となっている。何

が問題になっているのかについて理解を深めること。これが一つ目の目標である。だが、道徳教育をめぐる問

題は、最近になって生じてきたものではない。したがって、歴史に目を向け、過去の道徳教育のあり方につい

ても理解を深める必要がある。これが二つ目の目標である。以上を踏まえて、今日試みられている様々な道徳

教育の指導法を検討し、よりよい指導法を模索すること。これが三つ目の目標である。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義形式ではあるが、受講生に執拗なまでに意見を求めながら進める。また、グループごとに模擬授業をし

てもらう予定である。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  学校教育における道徳の位置付け 

第 3 回：  道徳教育の現状 なぜ心の教育が求められているのか 

第 4 回：  日本における道徳教育の変遷（１） 戦後 

第 5 回：  日本における道徳教育の変遷（２） 戦前 

第 6 回：  日本における道徳教育の変遷（３） 江戸時代 

第 7 回：  宗教と道徳 道徳教育の難しさ 

第 8 回：  これまでのまとめとディスカッション 

第 9 回：  様々な指導法を体験してみる（１） モラルジレンマ 

第 10 回： 様々な指導法を体験してみる（２） ディベート 

第 11 回： 様々な指導法を体験してみる（３） 構成的グループエンカウンター 

第 12 回： 様々な指導法を体験してみる（４） ロールプレイ 

第 13 回： 模擬授業をやってみる（１） 

第 14 回： 模擬授業をやってみる（２） 

第 15 回： まとめ  

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

模擬授業の準備に、かなりの手間と時間がかかることを覚悟しておいてください。 

参考図書は授業時に紹介します。 

評 価 方 法 

定期試験 25％（授業の理解度を評価する。） 

レポート 25％（自分の意見を論理的かつ説得的に構成できているかどうかを評価する。） 

平常点 50％（出席率、授業時の課題、模擬授業の内容をもとに評価する。） 

テ キ ス ト 

テキストとしては使用しないが、「学習指導要領解説 道徳編」を適宜参照して欲しい。 

その他 (受講上の注意) 
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 教 育 の 方 法 と 技 術 担当教員  
みや  がわ  ゆう  いち 

宮 川 祐 一 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 2 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

授業改善手法獲得のための教育工学の基礎的な視点と分析力の習得 

授 業 の 到 達 目 標 

教育 実践 の現 場においては、教育方 法の改善 に関する工夫 が必 要である。すなわち、メディアの教 育 利

用、学習教材の開発など、教育工学の知識の活用が望まれる。この授業では、授業の設計・実施・評価等に

関する知識、教材や教育メディアの選択・構成・活用等に関する力量を育成することを目標としている。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義を主体とする。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  ｢教育の方法と技術｣と｢教育工学｣ 

第 2 回：  視聴覚メディアの発達と視聴覚教育の意義  

第 3 回：  教育史からみた教育方法とメディア利用 

第 4 回：  視聴覚メディアの教育への活用・方法、放送教育 

第 5 回：  教育メディアの選択と活用、メディアリテラシー、事例紹介 

第 6 回：  教育におけるコンピュータ活用、事例紹介 

第 7 回：  テストの方法と学習評価 

第 8 回：  成績処理の方法 

第 9 回：  S-P 表分析 

第 10 回： 教育メディアを活用した模擬授業の実施・分析と相互評価 (1) 

第 11 回： 教育メディアを活用した模擬授業の実施・分析と相互評価 (2) 

第 12 回： 教育メディアを活用した模擬授業の実施・分析と相互評価 (3) 

第 13 回： 教育メディアを活用した模擬授業の実施・分析と相互評価 (4) 

第 14 回： 授業評価と授業改善(学習目標とメディア活用の視点から) 

第 15 回： まとめ(評価の活用と発展) 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

模擬授業は、受講者一人当たり 30 分間を割り当てて実施の予定。十分な事前準備が必要であり、事後の

評価分析については指定課題の位置づけとし、多角的詳細なレポートの提出を期待する。 

参考図書： 

(1) 西之園晴夫・宮寺晃夫 『教育の方法と技術』  ミネルヴァ書房 2004 年 

(2) 平田啓一・町田隆哉編 『教育の方法と技術』  教育出版 1997 年 

(3) 長谷川栄・佐々木俊介編 『教育の方法と技術』  協同出版 1992 年 

(4) 武村重和編 『教職科学講座第 16 巻 教育工学』  福村出版 1990 年 

評 価 方 法 

期末試験に約 50％、および提出課題に約 30％、授業への取り組み態度等に約 20％の配点とした評価を

する。 

遅刻者については、遅刻 3 回を欠席回数 1 回分として数え、遅刻回数 1 回につき－2 点とする。欠席点は

1 回－6 点。 

テ キ ス ト 

山下省蔵 『教職必修 教育の方法と技術』 実教出版 2003 年 

その他 (受講上の注意) 

積極的な参加態度を期待します。正当な理由のない連続欠席 2 回以上の者は受講を放棄したものとみな

す。 
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 事 前 ・ 事 後 指 導 担当教員  
こん ど   ひろゆき  やまだ   はる み 

紺渡 弘幸・山田 晴美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

1 単位 3 年～4 年 実習 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

教育実習の事前指導・事後指導 

授 業 の 到 達 目 標 

｢事前事後指導｣では、教育実習のための事前指導および事後指導を行う。指導を通して中学校・高等学

校の生徒たちを指導する教育者としての基本姿勢について理解する。また、実習終了後の報告と検討を行

い教育実習履修のまとめを行う。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

｢事前事後指導｣は、通常の授業時以外に｢教職課程ガイダンス｣として実施する。 

授 業 の 計 画 

 

［教育実習の事前指導］ 

1.教育実習のガイダンス 

2.中学校の観察実習 

3.高等学校の観察実習 

4.教育実習の心構え 

5.教育実習の記録のしかた(教育実習のノートの活用) 

6.教育実習の直前ガイダンス 

 

［教育実習の事後指導］ 

1.教育実習報告会 

2.研究授業の検討と指導案のファイリング 

3.教育実習履修のまとめ 

 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

｢中学校学習指導要領｣(文部科学省) 、｢中学校学習指導要領解説(外国語編)｣(文部科学省) 

｢高等学校学習指導要領｣(文部科学省) 、｢高等学校学習指導要領解説(外国語編)｣(文部科学省) 

評 価 方 法 

授業参加状況等によって評価を行う。 

テ キ ス ト 

仁愛大学教職課程委員会編｢仁愛大学教育実習の手引｣、｢仁愛大学教育実習ノート(平成 23 年度版)｣

その他 (受講上の注意) 

｢事前事後指導｣は、教育実習受講者が履修する科目である。教育実習の受講に関する詳細については

｢教育実習Ⅰ｣、｢教育実習Ⅱ｣のシラバスを参照すること。 
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 教 育 実 習 Ⅰ 担当教員  
こん ど   ひろゆき  やまだ   はる み 

紺渡 弘幸・山田 晴美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年(9 月) 実習 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

高等学校における 2 週間の教育実習(授業観察・実践、生徒指導観察、研究協議) 

授 業 の 到 達 目 標 

中学校・高等学校教諭の免許状を取得する学生が、学校教育の実際の場において、自ら教育活動を体

験することを通して、教師として求められる資質能力の向上をはかり、教職における実践力を養う。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

3 年次 9 月期に 2 週間(10 日間)の教育実習を高等学校において行う。 

(学生の出身校等にかかわらず、原則として仁愛女子高等学校において実施する。) 

授 業 の 計 画 

教育実習校における実習 

1.オリエンテーション(実習校の概要や特色、指導方針等の確認、指導教員との打ち合せ等) 

2.教育実習(観察・参加・実習の諸活動。学習指導・生徒指導等の実習体験、研究授業の教材研究・学

習指導案の作成等) 

3.研究授業(実習生が行う教育実習の総仕上げの授業実践) 

4.研究授業の反省会(研究授業後、実習校の教員等から指導を受けるなど) 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

｢高等学校学習指導要領｣(文部科学省) 、｢高等学校学習指導要領解説(外国語編)｣(文部科学省) 

評 価 方 法 

教育実習校からの評価表と教育実習ノートを基に、目的達成の程度を総合して評価する。 

テ キ ス ト 

仁 愛 大 学 教 職 課 程 委 員 会 編 ｢仁 愛 大 学 教 育 実 習 の手 引 ｣、｢仁 愛 大 学 教 育 実 習 ノート(平 成 23 年 度

版)｣、指定教科書 

その他 (受講上の注意) 

教育実習は、卒業後、教員として就職することを強く希望する人のために、実習校の教育的配慮・好意に

よって受け入れていただくものです。また、教育実習は、教育の現場に実際に参加し、実習生として責任ある

立場で臨むべきものですから、受講資格については厳しい条件が要求されます。このため、｢教育実習Ⅰ｣の

受講には、以下の基準を満たしたもので、教育実習に着手するのが適当であると人間学部実習指導委員会

が認めた者とします。原則として、以下の各号をすべて満たした者について受講資格を認めます。 

(1) 2 年次末までに 62 単位以上取得した者。 

(2) 2 年次末までに以下に掲げる科目をすべて履修した者。 

① 教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 関係科目全科目 

② 教科に関する科目 16 単位以上 

③ 教職に関する科目の内、｢教職論｣、｢教育原理｣、｢教育心理学｣、｢教育課程・特別活動論｣、｢英語科

教育法Ⅰ｣、｢教育の方法と技術｣の 6 科目 

(3) 上記(2)の全科目の成績が良好である者。 

(4) 教職課程ガイダンス(教育実習事前指導を含む)の出席が良好な者。 
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 教 育 実 習 ＩＩ 担当教員  
こん ど   ひろゆき  やま だ   はる み 

紺渡 弘幸・山田 晴美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 4 年(6 月) 実習 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 教職に関する専門科目  

 

サ ブ テ ー マ 

中学校における 2 週間の教育実習(授業観察・実践、生徒指導観察、研究協議) 

授 業 の 到 達 目 標 

中学校教諭の免許状を取得する学生が、学校教育の実際の場において、自ら教育活動を体験することを

通して、教師として求められる資質能力の向上をはかり、教職における実践力を養う。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

4 年次 6 月期に 2 週間(10 日間)の教育実習を中学校において行う。 

(原則として、学生の出身校において実施する。) 

授 業 の 計 画 

教育実習校における実習 

1.オリエンテーション(実習校の概要や特色、指導方針等の確認、指導教員との打ち合せ等) 

2.教育実習(観察・参加・実習の諸活動。学習指導・生徒指導等の実習体験、研究授業の教材研究・学

習指導案の作成等) 

3.研究授業(実習生が行う教育実習の総仕上げの授業実践) 

4.研究授業の反省会(研究授業後、実習校の教員等から指導を受けるなど) 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

｢中学校学習指導要領｣(文部科学省) 、｢中学校学習指導要領解説(外国語編)｣(文部科学省) 

評 価 方 法 

教育実習校からの評価表と教育実習ノートを基に、目的達成の程度を総合して評価する。 

テ キ ス ト 

仁 愛 大 学 教 職 課 程 委 員 会 編 ｢仁 愛 大 学 教 育 実 習 の手 引 ｣、｢仁 愛 大 学 教 育 実 習 ノート(平 成 23 年 度

版)｣、指定教科書 

その他 (受講上の注意) 

教育実習は、卒業後、教員として就職することを強く希望する人のために、実習校の教育的配慮・好意に

よって受け入れていただくものです。また、教育実習は、教育の現場に実際に参加し、実習生として責任ある

立場で臨むべきものですから、受講資格については厳しい条件が要求されます。このため、｢教育実習Ⅱ｣の

受講には、以下の基準を満たしたもので、教育実習に着手するのが適当であると人間学部実習指導委員会

が認めた者とします。原則として、以下の各号をすべて満たした者について受講資格を認めます。 

(1) 3 年次末までに 100 単位以上取得した者。 

(2) 3 年次末までに以下に掲げる科目をすべて履修した者。 

①教科に関する科目 28 単位以上 

②教職 に関 する科 目 の内、｢教 育 社 会 学｣｢英 語 科 教 育 法 Ⅱ｣｢英 語 科 教 育 法Ⅲ｣｢道 徳 教 育 の理 論 と方

法｣｢生徒・進路指導論｣｢総合演習｣｢教育実習Ⅰ｣の 7 科目 

③介護等体験 

(3) 履修した｢教科に関する科目｣および｢教職に関する科目｣の全科目の成績が良好である者。 

(4) 教職課程ガイダンス(教育実習事前指導を含む)の出席が良好な者。 

(5) 都道府県等(または私立学校)の教員採用試験を受験予定であること。 
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 日 本 語 教 授 法 a 担当教員  
おお  かわ  はる   み 

大 河 晴 美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年前期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 日本語教員養成に関する科目  

 

サ ブ テ ー マ 

外国語教育としての日本語教育の方法を学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

日本語を母語としていない学習者に対する日本語教育の方法について広く学習し、基本的な知識・技法

を身につける。また、日本語教育の授業を扱った DVD を視聴し、実際の教室活動について理解を深める。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

テキストと DVD をもとにした講義。復習課題等の演習を含む。 

授業で使用する PowerPoint の資料を配付するので、気づいたこと、考えたことをノート欄に記入すること。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  オリエンテーション 

第 2 回：  日本語教師の役割 

第 3 回：  日本語を教えるということ(1) 

第 4 回：  日本語を教えるということ(2) 

第 5 回：  いろいろな外国語教授法(1) 

第 6 回：  いろいろな外国語教授法(2) 

第 7 回：  いろいろな外国語教授法(3) 

第 8 回：  いろいろな外国語教授法(4) 

第 9 回：  言語としての日本語 

第 10 回： 日本語の音声(1) 

第 11 回： 日本語の音声(2) 

第 12 回： 初級の教え方 発音／会話(1) 

第 13 回： 初級の教え方 発音／会話(2) 

第 14 回： 初級の教え方 発音／会話(3)  

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

テキストの該当部分を読み、要点の把握や疑問の発見に努めること。 

参考図書は適宜紹介する。 

評 価 方 法 

復習課題 50%、期末レポート試験 50％の割合で評価する。欠席は減点対象とする。 

テ キ ス ト 

高見澤孟／著 『新・はじめての日本語教育 1 日本語教育の基礎知識』 アスク 2004 年 

高見澤孟／監修 『新・はじめての日本語教育 2 日本語教授法入門』 アスク 2004 年 

その他 (受講上の注意) 

授業で紹介する学外の日本語教室の見学や国際交流イベント等には積極的に参加してほしい。 
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 日 本 語 教 授 法 ｂ 担当教員  
おお  かわ  はる   み 

大 河 晴 美 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 日本語教員養成に関する科目  

 

サ ブ テ ー マ 

外国語教育としての日本語教育の方法を学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

日本語を母語としていない学習者に対する日本語教育の方法について広く学習し、基本的な知識・技法

を身につける。また、日本語教育の授業を扱った DVD を視聴し、実際の教室活動について理解を深める。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

テキストと DVD をもとにした講義。復習課題等の演習を含む。 

授業で使用する PowerPoint の資料を配付するので、気づいたこと、考えたことをノート欄に記入すること。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  日本語の文法(1)  

第 2 回：  日本語の文法(2)  

第 3 回：  日本語の文法(3) 

第 4 回：  文字・表記(1) 

第 5 回：  文字・表記(2)  

第 6 回：  文字・表記(3) 

第 7 回：  語彙 

第 8 回：  初級の教え方 文字／読解(1) 

第 9 回：  初級の教え方 文字／読解(2) 

第 10 回： 初級の教え方 文字／読解(3) 

第 11 回： 中上級の教え方 会話／聴解(1)  

第 12 回： 中上級の教え方 会話／聴解(2) 

第 13 回： 中上級の教え方 読解／情報収集 

第 14 回： 中上級の教え方 その他のクラスの指導 

第 15 回： まとめ 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

テキストの該当部分を読み、要点の把握や疑問の発見に努めること。 

参考図書は適宜紹介する。 

評 価 方 法 

復習課題 50%、期末レポート試験 50％の割合で評価する。欠席は減点対象とする。 

テ キ ス ト 

高見澤孟／著 『新・はじめての日本語教育 1 日本語教育の基礎知識』 アスク 2004 年 

高見澤孟／監修 『新・はじめての日本語教育 2 日本語教授法入門』 アスク 2004 年 

その他 (受講上の注意) 

授業で紹介する学外の日本語教室の見学や国際交流イベント等には積極的に参加してほしい。 
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 日 本 語 教 育 課 程 論 担当教員  
ささ  はら  さち  こ 

笹 原 幸 子 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 3 年後期 講義 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 日本語教員養成に関する科目  

 

サ ブ テ ー マ 

日本語教育のコース・デザインを考える。 

授 業 の 到 達 目 標 

多様化する日本語学習者の現状を把握し、様々な学習者のニーズに応じてどのような日本語教育が提供

できるかを探る。各学習者のニーズやレベルの把握、また、シラバスや教授法の選択、コミュニケーションを重

視した教室活動の展開の仕方や評価の方法など、一つのコースをデザインするのに必要な事柄を具体的に

学習する。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

2 回の小テストをコースの途中で実施する。教室活動では練習やタスク活動の方法を考えたり、実際に活動

を体験したりする。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  日本語教育における学習者の多様性／コース・デザイン概要 

第 2 回：  ニーズ分析と目標言語調査 

第 3 回：  レディネス分析 

第 4 回：  シラバスデザイン－1 

第 5 回：  シラバスデザイン－2 

第 6 回：  カリキュラムデザイン、教材の選択 

第 7 回：  教授法－1 

第 8 回：  教授法－2  

第 9 回：  初級の教室活動－1 導入とドリルの方法 

第 10 回： 初級の教室活動－2 コミュニケーションを重視した活動 

第 11 回： 中級の教室活動－1 

第 12 回： 中級の教室活動－2 

第 13 回： テストの作成と評価の方法－1 

第 14 回： テストの作成と評価の方法－2、コンサルティング 

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

予習としては、テキストの該当課はよく読んで授業に臨むこと。授業では外国語教授法や日本語教育の文

法の知識がある程度必要になるので、以下の文献を参考にすること。 

参考図書： 

(1) 石田敏子 『日本語教授法』  大修館書店 1995 年 

(2) 野田尚史 『はじめての人の日本語文法方』 くろしお出版 1991 年 

(3) 日本語教育学会編 『日本語教育機関におけるコース・デザイン』 凡人社 1991 年 

評 価 方 法 

定期テスト 40％、小テスト 20％(2 回)、授業中の意欲および課題を 40％の割合で評価する。欠席は減点の

対象とする。課題は授業で指示する。 

テ キ ス ト 

田中望 『日本語教育の方法―コース・デザインの実際―』  大修館書店 1988 年 

その他 (受講上の注意) 

授業には積極的な態度で参加してほしい。遅刻はしないように。 
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 日 本 語 指 導 技 法 a 担当教員  
ささ  はら   さち   こ 

笹 原 幸 子 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 4 年前期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 日本語教員養成に関する科目  

 

サ ブ テ ー マ 

日本語教育における実践的な指導の方法と教材・教具の効果的な使い方 

授 業 の 到 達 目 標 

初級レベルの日本語指導を中心に、指導項目についての知識と理解を深め、教材・教具を使った効果的

な指導の方法を身につける。また授業をする際に必要な教案や視覚教材を作成する。提示されたモデル授

業を見ることで具体的な教材の使い方や授業の進め方を学び、実際に受講学生が模擬授業をすることで実

践的な力を養っていく。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義、ワークショップ、モデル授業、模擬授業を組み合わせた形式で授業を進める。モデル授業、模擬授

業ともに受講学生が生徒役になる。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  ｢みんなの日本語｣の構成とシラバス、初級レベルと教材 

第 2 回：  ｢みんなの日本語｣と初級の文型－1 

第 3 回：  ｢みんなの日本語｣と初級の文型－2 

第 4 回：  ｢みんなの日本語｣を使った初級の授業の流れと教案作成の手順 

第 5 回：  モデル授業／模擬授業及び｢みんなの日本語｣の指導と教材・教具 (導入の方法) 

第 6 回：  モデル授業／模擬授業及び｢みんなの日本語｣の指導と教材・教具 (導入の方法) 

第 7 回：  ｢みんなの日本語｣と初級の文型－3 

第 8 回：  モデル授業／模擬授業及び｢みんなの日本語｣の指導と教材・教具 (ドリルの方法) 

第 9 回：  モデル授業／模擬授業及び｢みんなの日本語｣の指導と教材・教具 (ドリルの方法) 

第 10 回： ｢みんなの日本語｣と初級の文型－4 

第 11 回： モデル授業／模擬授業及び｢みんなの日本語｣の指導と教材・教具 (会話の指導) 

第 12 回： モデル授業／模擬授業及び｢みんなの日本語｣の指導と教材・教具 (会話の指導) 

第 13 回： ｢みんなの日本語｣と初級の文型－5 

第 14 回： モデル授業／模擬授業及び｢みんなの日本語｣の指導と教材・教具 (聴解の指導) 

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

予習としては、テキスト該当課の文法項目を理解し、提出される語彙など把握しておくこと。また、自分なり

に授業計画を作成してみよう。復習としては、授業中に分かったことをまとめておき、次回の模擬授業に生か

せるようにしておくこと。 

参考図書： 

(1) 寺田和子、三上京子、山形美保子、和栗雅子 共著 『日本語の教え方 ABC』 アルク 2005 年 

(2) 『みんなの日本語初級Ⅰ 教え方の手引き』 スリーエーネットワーク 2000 年 

(3) 『みんなの日本語初級Ⅰ 翻訳文法解説 英語版』 スリーエーネットワーク 1998 年 

(4) 庵 功 雄 、高 梨 信 乃 、中 西 久 実 子 、山 田 敏 弘  『初 級 を教 える人 のための日 本 語 文 法 ハンドブック』

スリーエーネットワーク 2000 年 

評 価 方 法 

定期試験 60％、 授業中の意欲および発表内容(模擬授業)を 40％の割合で評価する。欠席は減点の

対象とする。 

テ キ ス ト 

『みんなの日本語初級Ⅰ』・『みんなの日本語初級Ⅱ』 スリーエーネットワーク 1998 年 

その他 (受講上の注意) 

授業には積極的な態度で参加してほしい。 
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 日 本 語 指 導 技 法 ｂ 担当教員  
ささ  はら   さち   こ 

笹 原 幸 子 

単 位 配当年次 開講形態 選択区分 

2 単位 4 年後期 演習 選択 

<科目区分>  人間学部特設科目 日本語教員養成に関する科目  

 

サ ブ テ ー マ 

初級後 半から中級レベルの日本語 指導 法を学ぶと同 時に、日本 語 の発音 と文字 ・文章表 記について体

系的に理解し、それらをどう日本語学習者の指導に生かせるかを学ぶ。 

授 業 の 到 達 目 標 

初級後半と中級レベルの日本語指導法を知る。 

日本語教育の現場で、音声指導と文字指導がどのように行われるのかを把握する。 

授 業 の 概 要 ( 形 態) 

講義にワークショップを織り交ぜながら進める。 

授 業 の 計 画 

第 1 回：  初級後半の指導法１ 

第 2 回：  初級後半の指導法 2 

第 3 回：  初級後半の指導法 3   

第 4 回：  中級の指導法１   

第 5 回：  中級の指導法 2 

第 6 回：  中級の指導法 3 

第 7 回：  中級の指導法 3   

第 8 回：  日本語の音声 1(音声のレベルと音韻)  

第 9 回：  日本語の音声 2(単音レベル：母音と子音) 

第 10 回： 日本語の音声 3(音律レベル：リズム、アクセント、イントネーション、プロミネンス) 

第 11 回： 音声教育の実際 

第 12 回： 日本語の文字・表記 1(文字と文字体系、文字体系の種類) 

第 13 回： 日本語の文字・表記 2(日本語の文字種と音節：平仮名と片仮名) 

第 14 回： 日本語の文字・表記 3(漢字の造字法と用字法)、日本語の正書法 

第 15 回： まとめ 

第 16 回： 定期試験 

授業の予習復習のアドバイス・参考図書 

あらかじめ授業で扱う範囲について、教科書や参考書を読んで概要をつかんでおくこと。参考図書は授業

中に適宜紹介する。 

評 価 方 法 

定期試験 60％、授業中の意欲および小テストの結果を 40％の割合で評価する。欠席は減点の対象とす

る。 

テ キ ス ト 

監修 佐治圭三・真田信治 『改訂版日本語教師養成ｼﾘｰｽﾞ第 3 巻 音声、文字、表記』 凡人社 2004 年

その他 (受講上の注意) 

授業には積極的な態度で参加してほしい。 

 

― 236 ―



2011

人間学部シラバス

2011年 4 月　発 行

〒915-8586　福井県越前市大手町3－1－1
TEL.0778 -27 -2010　FAX.0778 -27 -1990

http://www.jindai.ac.jp






